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」
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は　

じ　

め　

に

　

広
告
史
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
近
代
ポ
ス
タ
ー
の
歴
史
は
、
明
治
四
〇
年
﹇
一
九
〇
七
﹈
に
三
越
呉
服
店
が
制
作
し
た
美
人
画
ポ
ス

タ
ー
に
始
ま
る（

１
）。

山
本
武
利
『
広
告
の
社
会
史
』（
一
九
八
四
年
）
は
、
波
々
伯
部
金
州
の
手
に
な
る
ポ
ス
タ
ー
（
第
１
図
）
を
指
し
て
、

次
の
よ
う
に
紹
介
す
る（

２
）。

　

 　

三
井
呉
服
店
を
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ア
方
式
に
衣
替
え
し
た
三
越
呉
服
店
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
三
月
の
東
京
勧
業

博
覧
会
に
先
立
つ
一
カ
月
ほ
ど
前
に
、
石
版
・
色
刷
り
で
、「
東
京
に
来
て
博
覧
会
を
見
ざ
る
人
あ
り
や
。
博
覧
会
を
見
て
三
越
を
見

ざ
る
人
あ
り
や
」
の
文
案
（
浜
田
四
郎
作
）
を
入
れ
た
元
禄
美
人
画
（
モ
デ
ル
は
新
橋
芸
妓
清
香
）
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
市
中
の
浴
場

や
理
髪
店
に
掲
示
し
て
大
好
評
を
博
し
た
。
三
越
の
広
告
担
当
の
浜
田
四
郎
は
、
こ
れ
が
「
近
代
的
意
味
に
於
け
る
広
告
用
ポ
ス
タ
ー

の
始
ま
り
だ
」
と
述
べ
て
い
る（

３
）。

一　
（
一
四
一
四
）



第
六
十
四
巻  

第
四
号

　

明
治
三
八
年
﹇
一
九
〇
五
﹈
以
来
、「
元
禄
模
様
」
の
和
装
品
一
式

―
和
服
、
髪
飾
、
履
物
、
袋
物
を
含
む

―
を
新
商
品
と
し
て
売

り
出
し
て
い
た
三
越
呉
服
店
に
と
っ
て
、
兵
庫
髷
を
結
っ
た
元
禄
風
の
美
人
表
象
を
利
用
す
る
こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る（

４
）。

し
か
し
、
浜
田
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
以
後
、
お
よ
そ
一
九
二
〇
年
代
の
後
半
ま
で
、
酒
類
や
煙
草
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
商
品
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
ま
さ
に
商
品
横
断
的
に
、
美
人
表
象
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
竹
内

幸
絵
『
近
代
広
告
の
誕
生
』
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
し
か
し
、
大
正
一
〇
年
﹇
一
九
二
一
﹈
に
朝
日
新
聞
社
と
読
売
新
聞
社

が
相
次
い
で
開
催
し
た
二
つ
の「
大
戦
ポ
ス
タ
ー
展
」を
契
機
と
し
て
、徐
々
に
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

５
）。

昭
和
二
年﹇
一
九
二
七
﹈に
、

日
本
初
の
ポ
ス
タ
ー
研
究
誌
『
ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
が
杉
浦
非
水
な
ど
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
そ
の
創
刊
号
で
「
日
本
在
来
の
所
謂
美
人
画

ポ
ス
タ
ー
に
就
き
其
の
広
告
的
効
果
及
芸
術
的
価
値
如
何
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
見
直
し
を

象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
杉
浦
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
総
評
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
な
お
、

﹇　

﹈
内
は
筆
者
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

　

 　

要
は
、﹇
ポ
ス
タ
ー
は
﹈
そ
の
広
告
す
る
も
の
に
対
し
て
、
密
接
な
る
、
或
い
は
暗
示
的
な
る
内
容
的
の
物
を
言
い
得
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
所
謂
美
人
ポ
ス
タ
ー
な
る
も
の
は
、
此
広
告
の
内
容
と
美
人
と
が
何
等
の
関
係
も
な
い
、
唯
単
な
る
観
者
の

色
情
本
能
に
訴
へ
た
遊
蕩
的
興
味
ば
か
り
な
劣
悪
な
考
え
の
下
に
並
べ
ら
れ
た
女
優
や
芸
者
の
死
せ
る
肖
像
ば
か
り
で
あ
る（

６
）。

　

近
代
ポ
ス
タ
ー
は
美
人
表
象
と
と
も
に
歩
み
始
め
た
が
、
そ
の
後
の
歩
み
は
、「
女
優
や
芸
者
の
死
せ
る
肖
像
」
を
温
存
し
な
が
ら
も
、

美
人
画
ポ
ス
タ
ー
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
妥
当
な

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
竹
内
が
、
近
代
ポ
ス
タ
ー
の
ル
ー
ツ
を
江
戸
時
代
に
流
通
し
た
あ
る
種
の
浮
世
絵
版
画
に
求
め
て
、
次
の
よ
う

二　
（
一
四
一
三
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）

に
述
べ
る
と
き
、
い
さ
さ
か
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い（

７
）。

　

 　

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
有
力
商
店
は
錦
絵
の
背
景
に
自
店
を
描
か
せ
、
こ
れ
を
買
い
取
り
顧
客
に
配
布
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
入
銀

も
の
」
も
、役
者
絵
な
ど
の
美
し
い
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
ま
ず
あ
り
き
で
、こ
れ
が
個
人
に
気
に
入
ら
れ
、自
宅
内
で
愛
好
さ
れ
て
は
じ
め
て
、

横
に
書
か
れ
た
ス
ポ
ン
サ
ー
名
が
広
告
と
し
て
機
能
す
る
の
だ
。
近
世
日
本
の
広
告
の
姿
は
、こ
の
「
入
銀
も
の
」
を
ル
ー
ツ
と
す
る
、

「
美
し
く
」「
見
る
人
が
限
ら
れ
る
」「
屋
内
で
楽
し
む
」
た
め
の
広
告
図
だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
屋
外
に
飛
び
出
し
、

不
特
定
多
数
の
人
に
影
響
を
与
え
う
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
へ
と
脱
皮
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
広
告
が
近
代
へ
向
か
う
第
一
歩

だ
っ
た
。

　

浮
世
絵
の
中
に
、
明
ら
か
に
特
定
の
商
品
と
分
か
る

モ
ノ
が
描
か
れ
た
り
、
商
品
名
が
書
き
込
ま
れ
た
り
す

る
場
合
、
そ
れ
を
宣
伝
目
的
の
入
銀
物

―
ス
ポ
ン
サ

ー
付
き
版
行

―
と
考
え
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
美

人
画

―
当
時
の
言
い
方
か
ら
す
れ
ば
「
女
絵
」

―

そ
の
も
の
か
ら
し
て
、
遊
女
の
名
前
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
限
り
、
遊
女
と
い
う
商
品
を
売
る
た
め
の
広
告

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
問

題
は
、
し
か
し
、
特
定
の
商
品
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
浮

第 1図
三越呉服店ポスター《元禄美人（東京勧業博覧
会掲出）》波々伯部金州画　明治 40年　87.5×
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世
絵
の
美
人
画
が
、
一
種
の
ア
イ
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
た
だ
「
美
し
さ
」
の
た
め
に
の
み
広
告
の
用
に
供
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と

い
う
点
に
あ
る
。

　

本
論
の
目
的
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
種
の
入
銀
物
の
代
表
例
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
喜
多
川
歌
麿
（
宝
暦
三

年
〜
文
化
三
年
﹇
一
七
五
三
〜
一
八
〇
六
﹈）
の
二
つ
の
揃
物

―
「
名
取
酒
六
家
選
」
と
「
夏
衣
装
当
世
美
人
」

―
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ら
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
商
品
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
を
、
隠
喩
と
換
喩
と
い
う

―
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
二
つ
の
モ
ノ
の
間
の
類
似
性
と
隣
接
性
に
基
づ
く

―
二
つ
の
代
表
的
な
修
辞
法
を
手
が
か
り
に
し
て
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
を
取
る
。
第
一
章
で
は
、「
名
取
酒
六
家
選
」
全
六
点
を
取
り
上
げ
、
六
人
の
名
妓
が
六
種
の
銘

酒
に
見
立
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
の
見
立
が
修
辞
学
的
な
文
脈
で
は
、
類
似
性
に
基
づ
く
隠
喩
と
し
て
説
明
可
能
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
で
は
、
こ
の
見
立
に
お
い
て
、
名
妓
と
銘
酒
の
格4

が
比
較
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
吉
原
細
見
と
酒
番
付

を
手
が
か
り
に
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
同
じ
よ
う
に
比
較
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
両
者
の
性
格
4

4

を
、
洒
落
本
『
名
と
り
酒
』

の
言
語
表
現
を
手
が
か
り
に
し
て
推
測
す
る
。
第
四
章
で
は
、「
夏
衣
装
当
世
美
人
」
全
九
点
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
が
、
九
人
の
美
人

と
九
軒
の
呉
服
屋
の
九
種
の
新
商
品
を
、
類
似
性
で
は
な
く
、
隣
接
性

―
原
因
と
結
果

―
の
関
係
に
置
く
こ
と
（
換
喩
）
に
よ
っ
て
、

美
人
の
魅
力
（
美
し
さ
）
が
商
品
の
効
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
お
わ
り
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
こ
の
種
の
美
人
表
象
が
近
代
ポ
ス
タ
ー
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
う
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
類
似
／
隣
接
と
い
う
二
種
類
の
モ
ノ
の

間
の
意
味
論
的
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
を
魅
力
的
／
有
用
な
モ
ノ
と
し
て
表
象
す
る
か
ら
で
あ
り
、
近
代
ポ
ス
タ
ー
の

表
現
の
多
く
は
、
原
理
的
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
の
修
辞
法
に
還
元
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 四　

（
一
四
一
一
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）

　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　
「
名
取
酒
六
家
選
」
と
隠
喩

　
「
名
取
酒
六
家
選
」（
第
２
図
）
は
大
判
錦
絵
六
点
の
揃
物
で
、
寛
政
六
年
〜
九
年
﹇
一
七
九
四
〜
九
七
﹈
頃
、
喜
多
川
歌
麿
に
よ
っ
て
版

下
が
描
か
れ
、
版
元
・
蔦
屋
重
三
郎
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
。
遊
女
を
主
題
と
す
る
美
人
画
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
に
は
、
外
題
の

記
さ
れ
た
朱
漆
塗
り
の
大
盃
、
花
木
の
小
枝
の
添
え
ら
れ
た
商
標
入
り
薦
被
り
四
斗
樽
、
そ
し
て
妓
楼
名
と
遊
女
名
、
醸
造
元
と
酒
名
の

書
き
込
ま
れ
た
細
長
い
二
連
の
題
箋
（
栞
）
か
ら
な
る
コ
マ
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
六
点
の
妓
楼
名
と
遊
女
名
、
醸
造
元
と
酒
名
の
組

み
合
わ
せ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
兵
庫
屋
（
角
町
／
兵
庫
屋
伊
助
）
の
華
妻 

坂
上
の
剣
菱

　
　
（
２
）
若
那
屋
（
江
戸
丁
二
丁
目
／
若
那
屋
八
郎
右
衛
門
）
の
白
露 

木
綿
屋
の
男
山
（
第
２
図
）

　
　
（
３
）
玉
屋
（
江
戸
丁
二
丁
目
／
玉
屋
庄
兵
衛
）
の
志
津
賀 

満
願
寺
の
養
命
酒

　
　
（
４
）
越
前
屋
（
江
戸
丁
一
丁
目
／
越
前
屋
喜
四
郎
）
の
通
路 

紙
屋
の
菊
（
白
菊
）

　
　
（
５
）
大
文
字
屋
（
京
町
一
丁
目
／
大
文
字
屋
市
兵
衛
）
の
浅
茅
生 

木
綿
屋
の
七
ツ
梅

　
　
（
６
）
角
玉
屋
（
江
戸
丁
一
丁
目
／
玉
屋
山
三
郎
）
の
小
紫 

山
城
屋
の
山
や
ま（
８
）

　
「
名
取
酒
六
家
選
」
と
い
う
外
題
は
、
遊
女
の
「
名
取
衆
」

―
名
高
い
／
評
判
の
人
た
ち

―
を
六
人
選
ん
で
、
六
種
の
「
銘
酒
」

―
特
別
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
上
等
の
清
酒

―
に
見
立
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ば
か
り
か
、「
六
家
選
」

―
選
ば
れ
た
六
つ
の

妓
楼
／
酒
屋

―
は
「
六
歌
仙
」

―
古
今
和
歌
集
の
序
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
道
に
秀
で
た
六
人
の
人
物

―
に
も
通
じ
る
。
こ
の
よ

五　
（
一
四
一
〇
）
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う
な
見
立
は
、
小
学
館
版
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
定
義
を
借
り
る
な
ら
、「
あ
る
も
の
を
、
そ
れ
と
共
通
点
の
あ
る
別
の
も
の
だ
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
。
別
の
も
の
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
」
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
俳
諧
、
戯
作
、
歌
舞
伎
、
そ
し
て
浮
世
絵
の
世
界
に
深
く
浸
透

し
て
い
た
。
浮
世
絵
の
世
界
で
は
、
錦
絵
の
創
始
者
と
し
て
有
名
な
鈴
木
春
信
の
「
浮
世
美
人
花
見
立
」（
明
和
期
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
磯

田
湖
竜
斎
「
風
流
見
立
座
敷
八
景
」（
明
和
期
）、
五
渡
亭
国
貞
「
七
小
町
見
立
」（
文
化
期
）
な
ど
「
見
立
」
と
い
う
語
を
外
題
に
含
む
も
の

だ
け
で
も
相
当
数
に
の
ぼ
る（

９
）。

歌
麿
で
は
、
水
茶
屋
の
娘
な
ど
当
世
美
人
を
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
登
場
人
物
に
擬
え
る
「
高
名
美
人

見
立
て
忠
臣
蔵
」（
寛
政
九
年
頃
）
な
ど
が
こ
の
類
の
揃
物
で
あ
る
が
、「
艶
中
八
仙
」（
寛
政
六
年
頃
）、「
六
玉
川
」（
寛
政
七
〜
八
年
）、「
江
戸

名
物
錦
絵
耕
作
」（
享
和
三
年
）
な
ど
、「
見
立
」
の
語
を
含
ま
な
い
が
、類
似
の
操
作
の
予
想
さ
れ
る
外
題
を
も
つ
揃
物
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

見
立
は
、
あ
る
モ
ノ
を
別
の
モ
ノ
に
擬
え
る
比
喩
的
な
技
法

―
修
辞
法
の
一
つ

―
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
江
戸
時
代
の
文
化
全

体
に
通
底
す
る
知
の
技
法
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
、

岩
田
秀
行
「〈
見
立
絵
〉
に
関
す
る
疑
問
」（
一
九
九
五
年
）
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い（

）。
議
論
は
、
近
年
、
よ
う
や
く
沈
静
化
の
萌
し
を
見
せ
て
は
い
る
が
、
研
究
が
進
め
ば
進
ほ
ど
、
そ
の
文
化
装
置
と
し
て
の
奥
深
さ

は
い
っ
そ
う
露
わ
に
な
る
と
言
っ
て
よ
い

（

）。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
広
告
図
像
の
意
味
作
用
を
類
型
化
す
る
と
い
う
目
的
を
念
頭
に
置
い
て
、
見
立
を
、
隠
喩
（m

etaphor

）
あ
る

い
は
直
喩
（sim

ile

）
と
い
う
二
つ
の
事
物
の
間
の
類
似
性
（sim

ilarity

）
に
基
づ
く
比
喩
と
み
な
し
、
言
語
学
の
成
果
を
援
用
し
て
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
隠
喩
と
は
、
言
語
表
現
的
に
は
「
Ａ
は
Ｂ
だ
」
の
形
式
を
と
る
発
言
で
、
発

言
（
主
張
）
そ
の
も
の
が
偽
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
男
は
狼
で
あ
る
」
と
か
「
思
い
出
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
心
の
宝
石
箱
に
し
ま
い
込
ん
だ
（
心
は
宝
石
箱
だ
）」
と
か
の
主
張
が
こ
れ
に
当
た
る
。
一
方
、
直
喩
と
は
、「
Ａ
は
（
ま
る
で
／

あ
た
か
も
）
Ｂ
の
よ
う
だ
（
み
た
い
だ
）」
の
形
式
を
と
る
発
言
で
、「
林
檎
の
よ
う
な
ほ
っ
ぺ
」「
光
陰
矢
の
如
し
」「
雪
の
よ
う
に
白
い
毛
布
」
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「
海
の
よ
う
に
深
い
愛
」
な
ど
の
よ
う
に
、Ａ
が
Ｂ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
だ
け
で
、発
言
（
主
張
）
と
し
て
逸
脱
し
て
い
る
（
不

適
切
で
あ
る
）
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
修
辞
的
な
技
法
と
は
、
本
来
、
聴
衆
の
心
を
動
か
し
、
説
得
す
る
技
術
と
し
て
、
普
通
で
は
な
い
言
葉
の
使
用
法
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
直
喩
は
隠
喩
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
こ
と
に
な
る
が
、
隠
喩
に
し
て
も
直
喩
に
し
て
も
、
そ
の
解
釈
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
の
目
論
見
は
、
こ
の
言
語
的
な
比
喩
の
概
念
を
、
図
像
の
領
域
に
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、

絵
画
表
現
上
の
問
題
と
し
て
、
隠
喩
（
現
実
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を
描
く
）
と
直
喩
（
比
較
す
る
よ
う
に
描
く
）
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
た
し
か

に
興
味
深
い
問
題
を
提
起
す
る
。
し
か
し
、
解
釈
上
の
問
題
と
し
て
は
、
Ａ
を
遊
女
の
名
取
衆
、
Ｂ
を
銘
酒
と
し
て
、
歌
麿
の
図
像
を
「
Ａ

（
名
取
衆
）
は
Ｂ
（
銘
酒
）
で
あ
る
」
と
い
う
隠
喩
的
表
現
（
虚
偽
の
主
張
）
と
理
解
し
て
も
、「
Ａ
（
名
取
衆
）
は
Ｂ
（
銘
酒
）
の
よ
う
で
あ
る
」

と
い
う
直
喩
的
表
現
（
比
較
の
陳
述
）
と
理
解
し
て

も
大
差
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
説
明
上
の
便

宜
の
た
め
に
、
見
立
を
隠
喩
の
一
種
と
み
な
し
て
、

論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る（

）。

　

隠
喩
の
構
造
と
解
釈
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解

が
あ
る
が
、
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
（ M

. B
lack, 

1909-

）
の
「
相
互
作
用
説
（interaction view

）」
は

有
力
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る（

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

隠
喩
的
主
張
に
は
二
つ
の
異
な
る
主
題
（subject

）

―
（
Ａ
）
第
一
主
題
と
（
Ｂ
）
副
主
題

―
が
あ

第 2図
喜多川歌麿画《若那屋の白露／木綿屋の男山》
「名取酒六家選」大判錦絵揃物　1794-97年　東
京国立博物館蔵 Image: TNM Image Archives
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る
こ
と
に
な
る
。「
男
は
狼
で
あ
る
」
の
場
合
な
ら
、「
男
」
が
（
Ａ
）
第
一
主
題
で
、「
狼
」
が
（
Ｂ
）
副
主
題
で
、
隠
喩
は
、（
Ｂ
）
副

主
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
通
念
（com

m
onplaces

）
の
体
系
」
が
、（
Ａ
）
第
一
主
題
に
も
あ
て
は
ま
る
と
示
唆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、（
Ａ
）

第
一
主
題
の
諸
特
徴
を
選
択
し
、
強
調
し
、
抑
制
し
、
組
織
す
る
こ
と
に
な
る（

）。
す
な
わ
ち
、（
Ｂ
）「
狼
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
通
念
の

体
系
と
い
え
ば
、
凶
暴
で
あ
る
／
肉
食
で
あ
る
／
他
の
動
物
を
餌
食
に
す
る
／
危
険
で
あ
る
／
貪
欲
で
あ
る
／
絶
え
ず
闘
争
し
て
い
る
／

腐
肉
を
喰
っ
て
い
る
／
咆
吼
す
る
／
怖
い
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
が
（
Ａ
）「
男
」
の
通
念
の
体
系
と
比
較
さ
れ
て
、

共
通
し
て
い
る
特
徴
（
凶
暴
で
あ
る
／
危
険
で
あ
る
／
貪
欲
で
あ
る
／
絶
え
ず
闘
争
し
て
い
る
／
怖
い
）
が
選
択
／
強
調
さ
れ
、
共
通
し
て
い
な

い
特
徴
（
肉
食
で
あ
る
／
他
の
動
物
を
餌
食
に
す
る
／
腐
肉
を
喰
っ
て
い
る
／
咆
吼
す
る
）
は
背
景
に
押
し
や
ら
れ
て
、
私
た
ち
の
「
男
」
観
が

組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
隠
喩
の
仕
組
み
を
、
フ
ィ
ル
タ
ー
／
ス
ク
リ
ー
ン
に
喩
え
て
、
次

の
よ
う
に
言
う（

）。

　

 　

た
と
え
ば
私
が
夜
の
空
を
、
線
状
の
透
明
部
分
を
も
つ
濃
い
曇
り
ガ
ラ
ス
ご
し
に
覗
い
て
い
た
と
す
る
。
す
る
と
私
が
見
る
こ
と
の

で
き
る
星
は
、
予
め
そ
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
線
の
上
に
位
置
づ
け
う
る
も
の
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
私
が
実
際
に

見
る
星
々
は
、
あ
た
か
も
ス
ク
リ
ー
ン
の
構
造
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
隠
喩

を
こ
の
ス
ク
リ
ー
ン
と
考
え
、
焦
点
の
語
﹇
副
主
題
﹈
に
ま
つ
わ
る
「
連
想
さ
れ
た
通
念
」
の
体
系
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
線
の
模
様
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
、
第
一
主
題
が
隠
喩
表
現
を
「
通
し
て
見
ら
れ
る
」
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
或
い
は
、
好
み

に
よ
っ
て
は
、
第
一
主
題
は
副
主
題
の
場
に
、「
投
影
さ
れ
る
」
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
言
語
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
図
像
に
適
用
す
る
と
、
見
立
と
は
、（
Ａ
）
第
一
主
題
を
（
Ｂ
）
副
主
題
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
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て
見
る
よ
う
に
仕
向
け
る
技
法
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
歌
麿
の
揃
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
受
容
者
が
（
Ａ
）
名
取
衆
を
（
Ｂ
）
銘
酒
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
見
る
（
再
組
織
化
す
る
）
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
見
立
が
成
立
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
で
は
い
っ
た
い
、（
Ｂ
）
銘
酒

に
ま
つ
わ
る
「
通
念
の
体
系
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、（
Ａ
）
名
取
衆
に
つ
い
て
連
想
さ
れ
る
「
通
念
の
体
系
」
の
ど
の
よ
う

な
諸
特
徴
が
、
一
方
で
は
、
共
通
の
属
性
と
し
て
選
択
・
強
調
さ
れ
、
他
方
で
は
、
共
通
し
な
い
属
性
と
し
て
抑
制
さ
れ
て
、（
Ａ
）
名

取
衆
の
観
念
（
イ
メ
ー
ジ
）
が
再
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　

格
の
類
似
性
―
―
酒
番
付
と
吉
原
細
見
を
手
が
か
り
に

　
「
銘
酒
」
と
は
、
小
学
館
版
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
銘
柄
の
あ
る
上
等
の
酒
。
特
別
の
名
称
を
付
け
た
上
質
の
清
酒
」
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
歌
麿
の
揃
物
が
提
示
す
る
隠
喩
を
、
本
当
の
意
味
で

―
江
戸
の
人
の
よ
う
に

―
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
辞
書
的
な
知
識
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
西
山
松
之
助
「
江
戸
の
酒
」
な
ど
に
依
拠
し
て
、
銘
酒
を
含
む
「
清
酒
」
に
つ
い
て
、

江
戸
の
人
た
ち
が
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
通
念
を
箇
条
書
き
に
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る（

）。

　

①
清
酒
は
、
慶
長
時
代
に
、
大
坂
の
鴻
池
善
右
衛
門
の
と
こ
ろ
で
造
り
始
め
ら
れ
た
。

　

② 

池
田
、
伊
丹
、
そ
し
て
灘
で
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
に
馬
や
船
で
運
ば
れ
る
間
に
、
杉
樽
の
香
り
が
酒
に
溶
け
、
生
々
し
さ

が
ま
ろ
や
か
で
芳
醇
な
味
と
な
り
、
江
戸
に
下
る
と
美
酒
に
な
っ
た
。

　

③
当
初
、
諸
白
、
生
諸
白
と
呼
ば
れ
て
、
そ
の
軟
甘
温
濃
で
ま
る
み
の
出
た
味
は
、
江
戸
の
辛
苦
猛
烈
な
地
酒
よ
り
も
好
ま
れ
た
。

　

④
値
段
は
、
極
上
酒
／
上
酒
／
中
酒
／
下
酒
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
通
常
は
、
米
一
升
よ
り
も
酒
一
升
の
方
が
や
や
安
か
っ
た
。
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❺
銘
酒
は
、
上
質
で
、
高
価
で
あ
っ
た
。

　

⑥
た
く
さ
ん
造
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
儲
か
る
の
で
、
造
り
酒
屋
は
金
持
ち
の
大
商
人
が
多
か
っ
た
。

　

⑦
幕
府
は
、
し
ば
し
ば
減
酒
令
を
出
し
、
酒
の
製
造
量
、
新
規
の
酒
屋
開
業
を
制
限
し
、
密
造
者
を
取
り
締
ま
っ
た
。

　

⑧
一
一
月
頃
の
新
酒
の
入
荷
は
年
中
行
事
の
一
つ
で
、
新
川
・
新
堀
あ
た
り
に
集
中
す
る
酒
問
屋
で
大
歓
迎
さ
れ
た
。

　

⑨
江
戸
の
町
々
の
小
売
酒
屋
は
、
酒
問
屋
か
ら
酒
を
仕
入
れ
て
量
り
売
り
し
、
茶
店
は
、
そ
こ
で
飲
ま
せ
た
。

　

多
く
の
銘
酒
が
あ
っ
た
が
、
剣
菱
と
男
山
は
代
表
的
な
下
り
酒
で
あ
っ
た
。

銘
柄
を
指
定
し
て
喜
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
安
永
・
天
明
頃
か
ら
の
こ
と
で
、
こ
の
頃
か
ら
、
ど
の
酒
が
天
下
一
だ
と
か
、
木
の

香
や
芳
醇
さ
が
随
一
で
あ
る
と
か
の
宣
伝
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
銘
柄
が
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

⑫
七
年
酒
、
九
年
酒
な
ど
の
古
酒
は
非
常
に
高
価
で
あ
る
。

　

⑬
酒
は
百
薬
の
長
と
呼
ば
れ
る
が
、
度
を
超
す
と
、
別
人
の
よ
う
に
な
り
、
し
く
じ
る
人
が
多
い
。

　

⑭ 

武
士
の
み
な
ら
ず
、
商
人
や
職
人
な
ど
の
冠
婚
葬
祭
、
四
季
折
々
の
年
中
行
事
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
、
遊
び
に
は
つ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

　

⑮
飲
み
比
べ
す
る
酒
宴
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
識
の
う
ち
、
❺
と

と

は
「
銘
酒
」
の
属
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
「
清
酒
」
一
般
の
属
性
で
あ
っ
て
、

そ
の
す
べ
て
が
、「
名
取
衆
」
と
い
う
名
妓
と
の
関
係
に
お
い
て
、
直
接
的
に
、
共
通
な
属
性
と
し
て
選
択
さ
れ
て
、
名
妓
の
特
筆
す
べ
き
特

徴
と
し
て
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、④
の
酒
の
等
級
は
、遊
女
の
等
級
を
連
想
さ
せ
る
し
、⑦
の
幕
府
に
よ
る
酒
の
統
制
は
、

遊
郭
の
取
り
締
ま
り
を
、
⑧
の
新
酒
を
歓
ぶ
習
慣
は
、
遊
女
の
通
過
儀
礼
で
あ
る
「
新
造
出
し
」
や
「
突
き
出
し
」
な
ど
に
際
し
て
行
わ
れ
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る
祝
い
の
行
事
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、

⑫
の
古
酒
は
、
年
季
の
入
っ
た
遊
女
を
、
⑬
の
酒
の
上
で

の
し
く
じ
り
は
、
遊
郭
通
い
で
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
連
想

さ
せ
、
⑭
の
遊
び
と
の
密
接
な
関
係
は
、
や
は
り
遊
女
に

も
当
て
は
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
属
性
は
、「
名

取
衆
」
と
「
銘
酒
」
が
比
較
さ
れ
る
と
き
に
選
択
・
強
調

さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
選
択
・
強
調
は
あ
く
ま
で
も
間

接
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い（

）。
一
方
、「
銘
酒
」
そ
の
も
の

の
属
性
と
は
言
っ
て
も
、「
名
取
衆
」
と
の
間
で
直
接
的
に

共
通
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
❺
の
上
質
で
高
価
な

こ
と
、

の
剣
菱
と
男
山
が
代
表
的
銘
酒
で
あ
る
（
銘
酒

に
は
格
付
け
が
あ
る
）
こ
と
く
ら
い
で
、
こ
れ
で
は
歌
麿
の

隠
喩
の
意
味
を
十
分
に
把
握
し
え
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　
「
銘
酒
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
歌
麿
が
主
題
化
し
て

い
る
の
は
「
銘
酒
」
一
般
で
は
な
く
、
特
定
の
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、「
名
取
衆
」
と
比
較
さ
れ
て
い
る
剣
菱
、

男
山
、
養
命
酒
、
白
菊
、
七
ツ
梅
、
山
や
ま
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
属
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
時
の
見
立
番

第 3図
「酒番付」　刊年不明　伊丹市立博物館蔵
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付
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
見
立
番
付
も
ま
た
、
そ
れ
自
体
見
立
の
一
種
で
、
何
ら
か
の
物
事
を
、
相
撲
の
番
付
に
擬
え
て
ラ

ン
ク
を
付
け
よ
う
（
評
価
し
よ
う
）
と
す
る
も
の
で
、
酒
を
扱
っ
た
も
の
も
数
種
知
ら
れ
て
い
る
。
次
の
表
は
、
①
「
江
戸
積
銘
酒
名
寄
」、

②
「
名
酒
づ
く
し
」、
③
「
天
保
改
江
戸
積
銘
酒
大
寄
」、
④
「
表
題
な
し
」（
第
３
図
）
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
酒
の
ラ
ン
ク
を
示
し
た

も
の
で
あ
る（

）。
③
に
は
、
こ
の
種
の
番
付
に
は
珍
し
く
、「
天
保
十
一
年
﹇
一
八
四
〇
﹈」
の
年
紀
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
刊
年

が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
池
田
酒
は
明
和
年
間
﹇
一
七
六
四
〜
七
二
﹈
以
後
衰
退
す
る
と
い
う
一
般
的
傾
向
に
基
づ
い
て
、
池
田
酒
を
高

く
評
価
す
る

―
番
付
全
体
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
池
田
酒
の
数
の
多
い

―
番
付
を
早
い
も
の
と
考
え
、
そ
の
番
付
内
で
の
各
銘
酒

の
ラ
ン
ク
を
記
し
て
み
た（

）。

　
　

　
　
　
　
　
　

①
刊
年
不
明　
　
　
　

②
刊
年
不
明　
　
　

③
天
保
一
一
年　
　
　

④
刊
年
不
明

　
　
（
１
Ｂ
）　

剣
菱　
　
　

西
大
関　
　
　
　
　
　

東
大
関　
　
　
　
　

東
大
関　
　
　
　
　
　

東
一
枚
目

　
　
（
２
Ｂ
）　

男
山　
　
　

東
小
結　
　
　
　
　
　

東
関
脇　
　
　
　
　

西
小
結　
　
　
　
　
　

西
二
枚
目

　
　
（
３
Ｂ
）　

養
命
酒　
　

東
関
脇　
　
　
　
　
　

東
小
結　
　
　
　
　

東
小
結　
　
　
　
　
　

東
三
枚
目

　
　
（
４
Ｂ
）　

白
菊　
　
　

東
前
頭
二
枚
目　
　
　

西
前
頭
三
枚
目　
　

東
前
頭
三
枚
目　
　
　

東
五
枚
目

　
　
（
５
Ｂ
）　

七
ツ
梅　
　

東
前
頭
六
枚
目　
　
　

西
前
頭
四
枚
目　
　

西
前
頭
三
枚
目　
　
　

西
四
枚
目

　
　
（
６
Ｂ
）　

山
や
ま　
　

東
前
頭
一
一
枚
目　
　

東
前
頭
九
枚
目　
　

東
前
頭
一
一
枚
目　
　

記
載
な
し

　

こ
の
表
を
観
察
す
る
と
、六
種
の
銘
酒
は
、評
価
の
点
で
、四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、第
一
は
（
１

Ｂ
）
剣
菱
で
、
こ
れ
は
相
対
的
に
、
常
に
一
位
に
あ
る
。
第
二
は
（
２
Ｂ
）
男
山
と
（
３
Ｂ
）
養
命
酒
の
グ
ル
ー
プ
で
、
両
者
の
間
に
は
微
妙

一
二　
（
一
四
〇
三
）
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な
順
位
の
変
動
が
あ
る
と
し
て
も
、
常
に
二
番
手
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

第
三
は
（
４
Ｂ
）
白
菊
と
（
５
Ｂ
）
七
ツ
梅
の
グ
ル
ー
プ
で
、④
で
順
位
が
逆
転
す
る
と
し
て
も
、

常
に
三
番
手
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
第
四
が
（
６
Ｂ
）
山
や
ま
で
、
こ
れ

は
そ
の
他
の
銘
酒
に
比
較
し
て
か
な
り
評
価
が
低
い
。
実
際
、
④
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
山
や
ま
は
、
他
の
す
べ
て
の
番
付
と
同
じ
よ
う
に
、
行
司
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ

て
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
由
緒
に
よ
っ
て
、
別
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、銘
酒
の
格
と
い
う
観
点
か
ら
は
、（
２
Ｂ
）と（
３
Ｂ
）、ま
た（
４
Ｂ
）と（
５
Ｂ
）

の
間
の
順
位
の
可
変
性
を
含
め
て
、
表
の
よ
う
な
序
列
を
与
え
て
も
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
揃
物
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
歌
麿
が
「
銘
酒
」
と
言
い
な
が
ら
、
例

え
ば
、
宮
中
奉
納
酒
と
し
て
有
名
な
山
本
の
老
松

―
第
３
図
の
西
の
筆
頭

―
を
取
り

上
げ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
山
や
ま
と
い
う
か
な
り
評
価
の
低
い
銘
酒
を
取
り
上
げ
て
い

る
こ
と
は
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。
そ
こ
で
、こ
の
よ
う
な
銘
酒
の
ラ
ン
キ
ン
グ（
順
位
）が
、

そ
も
そ
も
、
名
取
衆
の
比
較
に
際
し
て
、
有
意
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
、
今
度
は
、
遊
女
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

遊
女
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
相
当
に
厳
格
で
、
吉
原
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
「
吉
原
細
見
」

に
記
号
（
合
印
）
を
も
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
（
第
４
図
）。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
仕
方
は
、
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
が
、こ
こ
で
は
、寛
政
六
年
﹇
一
七
九
四
﹈
春
か
ら
九
年
﹇
一
七
九
七
﹈

春
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
女
が
ど
の
よ
う
に
位
付
け
さ
れ
て
い
た
か
を
見
て
み
る
こ

第 4図
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と
に
す
る（

）。
な
お
、
合
印
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
第
一
位
の
「
太
夫
」
と
第
二
位
の
「
格
子
」
は
往
時
の
高
級
遊
女
で
、
寛
政
年

間
に
は
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、当
時
の
遊
女
の
最
高
ラ
ン
ク
は
、第
三
位
の
「
よ
び
出
し

金
三
分
」（
一
日
銀
四
五
匁
）

で
、
道
中
を
し
た
あ
と
仲
ノ
町
の
引
手
茶
屋
で
客
と
対
面
し
た（

）。
第
四
位
が
「
さ
ん
ち
ゃ

金
三
分
片
じ
ま
ひ
一
分
二
朱
」（
一
日
な
ら

銀
四
五
匁
、
半
日
な
ら
二
二
・
五
匁
）
で
、
道
中
は
せ
ず
張
見
世
を
し
て
、
昼
ま
た
は
夜
の
一
方
だ
け
な
ら
半
額
で
買
う
こ
と
の
で
き
る
遊
女
、

第
五
位
が
「
付
ま
は
し

三
十
目
」（
一
日
銀
三
〇
匁
）
で
、
三
位
・
四
位
よ
り
も
格
は
下
が
る
が
、
片
仕
舞
の
で
き
な
い
遊
女
で
あ
る（

）。

そ
し
て
、
第
六
位
が
「
金
一
分
の
印

尤
ち
う
や
三
十
目
」（
一
日
な
ら
銀
三
〇
匁
、
半
日
な
ら
銀
一
五
匁
）、
第
七
位
が
「
金
二
朱
の
印

尤
ち
う
や
十
五
匁
」（
一
日
な
ら
銀
一
五
匁
、
半
日
な
ら
銀
七
・
五
匁
）、
第
八
位
が
「
座
敷
持

」
で
、
寝
室
と
座
敷
を
持
つ
遊
女
、
第
九
位

が
「
部
屋
持

」
で
、
座
敷
を
持
た
な
い
遊
女
で
あ
る（

）。
ま
た
、（　

）
内
に
は
、
そ
の
遊
女
の
妓
楼
内
で
の
序
列
を
示
し
た
。

 

①
寛
政
六
年
春 

②
寛
政
七
年
春 

③
寛
政
八
年
春 

④
寛
政
九
年
春

（
１
Ａ
）
兵
庫
屋
・
華
妻 

よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
）

（
２
Ａ
）
若
那
屋
・
白
露 

（
二
枚
目
） 

付
ま
は
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
）

（
３
Ａ
）
玉
屋
・
志
津
賀 

よ
び
出
し
（
三
枚
目
） 
よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
） 

よ
び
出
し
（
筆
頭
）

（
４
Ａ
）
越
前
屋
・
通
路 

（
三
枚
目
） 

（
二
枚
目
） 

（
二
枚
目
） 

　

記
載
な
し（

）

（
５
Ａ
）
大
文
字
屋
・
浅
茅
生 

（
五
枚
目
） 
（
三
枚
目
） 

（
三
枚
目
） 

（
二
枚
目
）

（
６
Ａ
）
角
玉
屋
・
小
紫 

よ
び
出
し
（
四
枚
目
） 

よ
び
出
し
（
三
枚
目
） 

よ
び
出
し
（
三
枚
目
） 

よ
び
出
し
（
二
枚
目
）

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
観
察
す
る
と
、（
１
Ａ
）
華
妻
が
最
高
ラ
ン
ク
の
遊
女
、（
２
Ａ
）
白
露
と
（
３
Ａ
）
志
津
賀
が
そ
の
次
の
ラ
ン
ク
の

一
四　
（
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四
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一
）
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遊
女
で
ほ
ぼ
同
格
、（
４
Ａ
）
通
路
と
（
５
Ａ
）
浅
茅
生
も
さ
ら
に
格
の
低
い
遊
女
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
格
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
銘
酒

の
格
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
問
題
は
（
６
Ａ
）
小
紫
で
、
こ
の
遊
女
は
（
１
Ａ
）
華
妻
と
同
じ
最
高
ラ
ン
ク
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
格

の
高
い
銘
酒
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、（
６
Ａ
）
小
紫
が
抱
え
ら
れ
て
い
た
玉
屋
山
三
郎
の
見
世
は
、

元
吉
原
以
来
の
旧
名
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
小
紫
が
見
立
て
ら
れ
て
い
る
（
６
Ｂ
）
山
や
ま
が
、
そ
の
由
緒
に
よ
っ
て
別
格
と
み
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
も
納
得
が
い
く（

）。
も
っ
と
も
、
例
え
ば
、
寛
政
八
年
の
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
遊
女

以
外
に
も
、
扇
屋
の
瀧
川
、
丁
字
屋
の
雛
鶴
、
兵
庫
屋
の
月
岡
、
松
葉
屋
の
瀬
川
な
ど
、
最
高
ラ
ン
ク
の
遊
女
が
大
勢
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、な
ぜ
こ
れ
ら
の
遊
女
が
「
名
取
衆
」
に
選
ば
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
段
階
で
は
、し
か
し
、

歌
麿
が
遊
女
を
銘
酒
に
見
立
て
る
に
際
し
て
、
格
と
い
う
属
性
が
、
直
接
的
に
選
択
・
強
調
さ
れ
る
属
性
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て

高
い
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　

性
格
的
な
類
似
性

―
洒
落
本
『
名
と
り
酒
』
を
手
が
か
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
歌
麿
の
揃
物
に
お
い
て
、
六
人
の
遊
女
は
、
単
に
魅
力
的
な
美
人
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
六
種

の
銘
酒
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
高
級
で
高
価
で
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
格
付
を
も
つ
美
人
と
し
て
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
遊
女
を
そ
の
よ
う
な
美
人
（
商
品
）
と
し
て
見
さ
せ
る
こ
と
が
、
歌
麿
の
見
立
と
い
う
修
辞
的
技
法
の
狙
い
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
十
分
で
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
遊
女
と
銘
酒

の
間
で
比
較
さ
れ
る
属
性
は
、
他
に
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
進
む
べ
き
段
階
は
、
六
つ
の
銘
酒
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
連
想
さ
れ
る
「
通
念
の
体
系
」

―
味
、
香
り
、
産
地
、
由
緒
、
飲
み
方
、
愛
飲
家
な
ど

―
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る

一
五　
（
一
四
〇
〇
）
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に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
種
の
史
料
は
、
後
述
す
る
少
数
の
川
柳
以
外
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
管
見
に
入
っ

て
い
な
い（

）。
そ
こ
で
、
特
定
の
実
在
す
る
遊
女
を
酒
に
見
立
て
た
洒
落
本
で
、
歌
麿
の
着
想
の
源
泉
と
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
『
名
と
り
酒
』
を
手
が
か
り
に
し
て
、
遊
女
が
、
酒
と
ど
の
よ
う
な
点
で
比
較
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
洒
落
本
に
お
い
て
は
、
特
定
の
遊
女
が
、
特
定
の
銘
酒
と
比
較
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
遊
女
が

酒
と
比
較
さ
れ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
属
性
が
共
通
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
麿
が
提
示
し
た

隠
喩
の
解
釈
の
可
能
性
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る（

）。

　
『
名
と
り
酒
』
は
、
安
永
六
年
﹇
一
七
七
七
﹈
末
か
七
年
頃
の
も
の
で
、
作
者
は
未
詳（

）。
新
宿
の
細
見

―
遊
郭
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

―

の
体
裁
を
と
り
、
一
三
〇
数
名
に
も
の
ぼ
る
遊
女
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
酒
に
見
立
て
て
穿
っ
た
も
の
で
あ
る（

）。
以
下
、
必
要
な
範
囲
で
、

数
人
分
を
引
用
す
る
。
な
お
、
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
第
一
と
し
て
、
私
に
句
読
点
を
付
し
、
適
宜
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら

が
な
に
、ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、冒
頭
に
掲
げ
て
い
る
の
が
遊
女
名
と
お
付
き
の
新
造
名
で
、コ
ロ
ン
の
後
が
評
言
で
あ
る
。

①
な
に
わ
づ
／
な
み
じ
：
こ
れ
は
家
に
醸
せ
し
美
酒
也
。味
こ
と
に
よ
ろ
し
く
、此
家
第
一
の
嗜
み
の
名
酒
な
り
。い
ま
だ
新
酒
の
匂
ひ
あ
り
。

❷
弁
さ
ん
／
小
き
ち
：
こ
の
酒
も
と
吉
原
に
て
用
ひ
し
酒
。
さ
れ
ど
、
今
は
此
宿
の
酒
と
な
れ
り
。
も
ち
ろ
ん
味
よ
し
。
呑
み
口
ぴ
ん
と

し
て
、
伊
達
衆
な
り
。
名
酒
と
い
ひ
つ
べ
し
。

❸
き
せ
川
：
こ
れ
も
味
よ
ろ
し
。
し
か
し
酒
の
間
に
は
客
を
茶
に
す
る
よ
し
、
大
の
あ
た
じ
け
な
き
酒
也
。

④
志
の
の
め
／
ね
ざ
さ
：
此
酒
ぴ
ん
と
し
て
、
辛
き
方
也
。
呑
む
人
忘
れ
が
た
し
。
至
極
の
名
酒
也
。
し
か
し
い
た
っ
て
古
酒
な
り
。

⑤
あ
ふ
ぎ
の
／
も
し
ほ
：
此
酒
む
つ
ち
り
と
し
て
、
上
戸
下
戸
と
も
に
酔
ふ
。
呑
み
口
き
は
め
て
よ
し
。
口
あ
た
り
の
よ
さ
に
、
皆
人
、

呑
み
す
ぎ
る
也
。
酌
第
一
の
名
酒
也
。
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⑥
や
ば
せ
：
味
さ
つ
ぱ
り
と
し
て
、
あ
ま
り
酔
わ
ず
。
好
ん
で
酔
は
ば
、
面
白
く
酔
ふ
べ
し
。
上
酒
也
。

⑦
を
り
づ
る
：
こ
れ
も
味
よ
ろ
し
き
酒
也
。
い
く
杯
呑
ん
で
も
飽
き
の
な
ひ
上
酒
也
。

⑧
ま
き
し
ば
：
こ
れ
も
味
よ
ろ
し
。
博
多
の
練
酒
﹇
濃
く
粘
り
け
の
あ
る
酒
﹈
也
。
眠
気
の
付
事
折
ふ
し
有
よ
し
。
は
や
飽
き
の
す
る
酒
也
。

❾
け
し
き
：
こ
れ
も
味
よ
ろ
し
き
酒
也
。
尤
一
本
気
也
。
好
ひ
て
呑
む
べ
し
。

す
ま
里
／
こ
ひ
じ
：
此
家
の
名
酒
也
。
口
向
き
よ
ろ
し
く
、上
戸
下
戸
と
も
に
喜
ぶ
味
な
り
。
意
地
あ
り
て
酒
盛
り
の
場
に
臨
ん
で
は
、

ち
つ
と
も
引
け
は
と
ら
ぬ
酒
な
り
。
好
ん
で
呑
む
べ
し
。

⑪
も
と
町
／
に
し
き
／
か
め
：
こ
れ
は
此
宿
第
一
の
名
酒
也
。
味
ぴ
ん
と
し
て
、
辛
口
の
や
う
な
れ
ど
、
呑
め
ば
甘
露
の
日
和
あ
り
と
の

や
う
な
る
。
酒
盛
り
の
場
に
て
も
、
あ
と
へ
さ
が
ら
ぬ
酒
な
り
。
ま
こ
と
に
少
し
も
濁
ら
ぬ
隅
田
川
な
る
べ
し
。

み
さ
ほ
／
ち
ど
り
：
此
酒
味
よ
ろ
し
。
評
判
よ
け
れ
ど
、
ち
と
婀
娜
な
り
。
少
し
塩
屋
の
よ
し
。

⑬
菊
の
へ
：
此
酒
味
よ
ろ
し
。
あ
つ
さ
り
と
し
て
、
う
ま
み
有
。
好
い
て
呑
む
べ
き
上
酒
な
り
。

き
よ
て
る
／
し
ん
酒
と
な
み
／
か
ぶ
ろ
小
き
ち
：
此
酒
紀
の
国
に
ん
と
う
酒
也
。
上
戸
下
戸
と
も
に
よ
く
呑
め
る
酒
也
。
此
酒
を
呑
む

と
き
、
そ
ば
に
新
酒
を
つ
け
て
出
す
。
い
た
つ
て
面
白
く
味
よ
し
。
心
よ
く
酔
ふ
上
品
の
名
酒
也
。

⑮
ま
つ
は
な
／
き
ん
二
：
此
酒
味
し
ご
く
よ
ろ
し
。
辛
い
を
好
け
ば
辛
く
、
甘
い
を
好
け
ば
甘
く
な
る
。
奇
妙
な
る
名
酒
也
。
た
と
へ
酒

の
上
ど
の
や
う
な
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
少
し
も
引
く
気
の
な
き
名
酒
也
。
よ
く

く
呑
む
べ
し
。

ひ
な
ま
ち
：
こ
れ
は
小
づ
く
り
に
し
て
美
酒
也
。
し
ご
く
か
わ
ゆ
ら
し
き
酒
な
り
。
味
よ
ろ
し
。
少
し
ぴ
ん
と
し
た
る
酒
也
。

⑰
し
づ
は
た
：
此
酒
味
よ
し
。
七
年
酒
九
年
酒
な
る
べ
し
。
う
か
う
か
呑
む
と
大
き
に
酔
ふ
。

⑱
し
づ
か
：
此
酒
ま
こ
と
に
上
諸
白
也
。
口
あ
た
り
む
つ
く
り
と
し
て
、
や
は
ら
か
に
、
し
ご
く
う
ま
そ
う
な
る
上
酒
也
。

⑲
み
つ
浦
：
呑
む
と
色
に
で
る
。
薄
き
ゆ
へ
少
し
安
ひ
や
う
な
れ
ど
、
味
よ
し
。
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⑳
う
き
し
ま
：
此
酒
よ
ほ
ど
美
酒
也
。
味
口
む
き
よ
し
。
少
し
下
卑
た
風
味
あ
り
。
こ
れ
は
ま
し
み
せ
ゆ
へ
也
。

　

こ
れ
ら
の
穿
ち
に
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
表
現
が
す
べ
て
、
隠
喩
と
し
て
成
熟
し
て
い
る

―
私
た
ち
が
意
味
を
共
有
で
き
る
ほ
ど
流

通
し
て
い
る

―
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
見
立
で
は
、「
人
（
女
）」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
「
酒
」
と
言
い
換
え
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
❷
の
「
伊
達
衆
な
﹇
伊
達
／
粋
好
み
の
﹈」
酒
、
❸
の
「
あ
た
じ

け
な
き
﹇
け
ち
な
﹈
酒
」、
❾
の
「
一
本
気
」
な
酒
、

の
「
意
地
」
あ
る
酒
、

の
「
婀
娜
な
﹇
色
っ
ぽ
く
艶
め
か
し
い
﹈」
酒
と
「
少
し

塩
屋
﹇
高
慢
な
﹈」
な
酒
、

の
「
か
わ
ゆ
ら
し
き
酒
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
ま
っ

た
く
意
味
不
明
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
敢
え
て
言
え
ば
、
隠
喩
の
創
造
的
な
力
が
感
じ
ら
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
新
鮮
さ

に
こ
そ
、通
人
の
文
学
的
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
洒
落
本
の
本
領
が
あ
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
に
対
し
て
、新
し
い
／
古
い（
七

年
／
九
年
）、
甘
い
／
辛
い
、
ぴ
ん
と
し
た
﹇
引
き
締
ま
っ
た
感
じ
﹈
／
む
っ
ち
り
・
む
っ
く
り
﹇
洗
練
さ
れ
て
い
て
も
の
や
わ
ら
か
な
﹈、
さ
っ

ぱ
り
・
あ
っ
さ
り
／
濃
く
粘
り
気
の
あ
る
、
薄
い
／
濃
い
、
濁
る
／
濁
ら
な
い
、
上
品
な
／
下
卑
た
、
飽
き
る
／
飽
き
な
い
、
な
ど
の
表

現
は
、
も
は
や
「
死
ん
だ
隠
喩
」
の
部
類
に
属
し
て
い
る
と
し
て
も
、
分
か
り
や
す
い
隠
喩
で
あ
る
。

　

歌
麿
の
揃
物
に
も
、
こ
の
よ
う
な
言
語
的
表
現
で
翻
訳
可
能
な
隠
喩
的
主
張
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、（
６
Ａ
）
小
紫
が
、
格
の
点
で
は
、
比
較
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
（
６
Ｂ
）
山
や
ま
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
ら
れ
た
の
は
、

両
者
の
間
に
、
何
か
性
格
上
の
類
似
性
が
あ
っ
て
、
そ
の
類
似
性
は
当
時
の
江
戸
の
人
た
ち
に
は
き
わ
め
て
自
然
に
連
想
さ
れ
る
「
通
念

の
体
系
」
の
一
部
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
言
え
ば
、
剣
菱
に
は
「
す
き
腹
へ
剣
菱
ゑ
ぐ
る
や
う
に
利
き
」（
文
政
七
年
『
柳
多
留
』

第
八
〇
編
一
七
丁
）、
男
山
に
は
「
気
の
強
さ
江
戸
で
へ
こ
ま
ぬ
男
山
」（
文
政
九
年
『
柳
多
留
』
第
九
〇
編
二
三
丁
）
と
か
「
ぴ
ん
と
し
て
に

が
み
ば
し
っ
た
男
山
」（
文
政
一
一
年
『
柳
多
留
』
第
一
〇
二
編
一
四
丁
）
と
か
の
川
柳
が
あ
っ
て
、
銘
酒
の
性
質
と
人
間
の
性
格
と
の
間
に

一
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相
当
強
固
な
連
合
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る（

）。
た
だ
し
、
今
日
の
私
た
ち
は
、
山
や
ま
を
呑
む
こ
と
が
で
き
ず
、
遊
女
・
小

紫
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
以
上
、
真
相
は
闇
の
中
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い（

）。

　
　
　
　
　
　
　

第
四
章　
「
夏
衣
装
当
世
美
人
」
と
換
喩

　
「
夏
衣
装
当
世
美
人
」（
第
５
図
）
は
、
外
題
の
書
き
込
ま
れ
た
題
箋
と
、
江
戸
の
呉
服
店
の
商
標
が
染
め
抜
か
れ
た
暖
簾
を
コ
マ
絵
と
す

る
揃
物
の
女
絵
で
、
文
化
元
年
〜
三
年
﹇
一
八
〇
四
〜
一
八
〇
六
﹈
の
間
に
、
歌
麿
が
版
下
を
描
き
、
版
元
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
和
泉

屋
市
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

）。

現
在
の
と
こ
ろ
、
左
記
の
九
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。

コ
マ
絵
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「（
Ｂ
１
）
呉
服
店
仕

入
れ
の
（
Ｂ
２
）
衣
装
向
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

特
定
の
呉
服
店
が
販
売
す
る
特
定
の
夏
物
商
品
に

向
い
て
い
る
／
似
合
う
美
人

―
遊
女
で
は
な
い

市
井
の
女
性

―
を
示
す
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

　

ま
ず
、（
Ｂ
１
）
呉
服
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ

れ
ら
の
店
は
た
し
か
に
有
名
な
店
で
は
あ
る
と
し

て
も
、
必
ず
し
も
江
戸
を
「
代
表
」
す
る
店
だ
け

が
選
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、

第 5図
喜多川歌麿画《白木屋仕入の乗布向キ》「夏衣
装当世美人」大判錦絵揃物　1804-06年　東京
国立博物館蔵 Image: TNM Image Archives
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呉
服
店
に
つ
い
て
も
、
遊
女
や
銘
酒
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
相
当
強
固
な
格
付
け
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
例
え
ば
、
公
許
に
よ
っ
て
独
占

的
に
商
業
を
営
む
権
利
を
得
た
五
五
店
の
呉
服
屋
を
記
載
す
る
『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』（
文
化
一
〇
年
﹇
一
八
一
三
﹈
刊
、
第
６
図
）
な
ど
を

参
照
す
る
と
、
順
位
が
上
で
あ
る

―
格
が
高
い

―
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
揃
物
に
選
択
さ
れ
て
い
な
い
店
が
多
い
か
ら
で
あ
る（

）。

ち
な
み
に
、
左
記
の
作
品
リ
ス
ト
は
、
そ
の
掲
載
順
（
格
）
を
基
に
し
て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、（
２
）
と
（
３
）
の
間
に
は
「
尾
張
町
二

丁
目
／
蛭
子
屋
」
が
、
ま
た
（
４
）
と
（
５
）
の
間
に
は
「
尾
張
町
二
丁
目
／
布
袋
屋
」
が
入
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
れ
ら
両
店

は
、（
４
）
の
「
亀
屋
」
と
と
も
に
、
尾
張
町
二
丁
目
に
軒
を
並
べ
て
、「
尾
張
町
目
出
度
も
の
で
お
つ
ぷ
さ
ぎ
」（
安
永
七
年
『
万
句
合
』
桜
一

丁
）
と
川
柳
に
詠
ま
れ
る
江
戸
の
名
所

―
恵
比
寿
／
亀
／
布
袋
と
「
め
で
た
い
」
店
名

―
を
形
成
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
店

し
か
選
ば
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
版
元
で
あ
る
蔦
屋
の
営
業
上
の
戦
略
／
結
果
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
選
択
の

経
緯
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

（
１
）
越
後
屋
仕
入
の
ち
ゞ
み
向
キ 
日
本
橋
駿
河
町 

縮
：
細
か
い
皺
の
あ
る
織
物
（
夏
用
）

（
２
）
白
木
屋
仕
入
の
乗
布
向
キ
（
第
５
図
） 

日
本
橋
通
一
丁
目 

乗
布
（
上
布
）
：
上
質
の
麻
織
物
（
夏
用
）

（
３
）
大
丸
仕
入
の
中
形
向
キ 

日
本
橋
通
旅
籠
町 

中
形
：
小
紋
よ
り
大
き
い
型
染
（
浴
衣
用
）

（
４
）
亀
屋
仕
入
の
大
形
向
キ 

尾
張
町
二
丁
目 

大
形
：
大
き
な
紋
の
型
染

（
５
）
松
坂
屋
仕
入
の
し
ぼ
り
向
キ 

芝
口
一
丁
目 
絞
り
：
絞
り
染
め

（
６
）
荒
木
仕
入
の
織
嶌
向
キ 

芝
三
田
通
新
綱
町 
織
嶌
（
縞
織
）
：
縞
模
様
の
織
物

（
７
）
嶋
屋
仕
入
の
染
し
ま
向
キ 

馬
喰
町
四
丁
目 

染
縞
：
縞
柄
の
模
様
染
め

（
８
）
舛
屋
仕
入
の
か
ゞ
紋
向
キ 

麹
町
五
丁
目 

加
賀
紋
：
極
彩
色
の
飾
り
紋 二

〇　
（
一
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（
９
）
伊
豆
蔵
仕
入
の
も
や
う
向
キ 

日
本
橋

本
町
四
丁
目 

模
様
：
模
様
染
め

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
売
り
出
さ
れ
る
（
Ｂ
２
）

商
品
が
ど
の
よ
う
な
特
性
を
も
っ
て
い
た
の
か
（
ど

の
よ
う
な
点
に
新
し
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
）
と
い

う
こ
と
と
、（
Ｂ
１
）
呉
服
店
と
（
Ｂ
２
）
商
品
の
組

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
服
飾
史

の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
衣
装

に
は
、
も
っ
ぱ
ら
芝
居
と
遊
郭
を
発
信
源
と
す
る

流
行
が
あ
っ
た
と
い
う（

）。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

歌
麿
が
作
画
し
た
文
化
元
年
〜
三
年
の
間
に
ど
の

よ
う
な
流
行
が
あ
っ
た
か
を
、
文
献
的
に
裏
付
け

る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。

　

で
は
、（
Ａ
）
描
か
れ
た
女
性
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
属
性
を
も
つ
人
物
た
ち
で
あ
る
の
か
、
正
確
に

言
え
ば
、
当
時
の
浮
世
絵
の
受
容
者
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
人
物
と
み
な
し
て
い
た
／
み
な
し
え
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
を
挿
図
と
し
て
掲
載
で
き

第 6図
『江戸十組問屋便覧』呉服問屋之部　1813年
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な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
描
か
れ
た
美
人
の
髪
型
、
身
振
り
、
動
作
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ど
か
ら
、
可
能
な

限
り
、
そ
の
女
性
の
年
齢
、
既
婚
／
未
婚
、
社
会
階
層
な
ど
を
推
測
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
縁
台
に
座
り
、
腰
を
か
が
め
て
、
一
心
不
乱
に
手
紙
を
読
ん
で
い
る
商
家
の
若
い
女
房
（
高
い
丸
髷
）

（
２
）
少
し
前
屈
み
に
な
っ
て
、
片
腕
を
着
物
の
袖
に
通
し
て
い
る
落
ち
着
い
た
感
じ
の
娘
（
派
手
な
と
こ
ろ
の
な
い
低
い
島
田
髷
、
第
５
図
）

（
３
）
飾
付
の
簪
を
差
し
、
前
髪
を
赤
紐
で
結
び
、
座
っ
て
子
ど
も
と
花
火
を
楽
し
ん
で
い
る
下
町
の
若
い
娘
（
飾
り
が
多
く
高
く
結
っ
た
島
田
髷
）

（
４
）
石せ
き

菖し
ょ
う

の
植
え
ら
れ
た
水
盤
に
い
た
ず
ら
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
を
引
き
留
め
る
粋
な
下
町
の
女
房
（
貝
髷
）

（

）

（
５
）
頭
を
細
布
で
縛
り
、
直
立
し
て
絞
り
の
長
襦
袢
に
着
物
を
羽
織
ろ
う
と
し
て
い
る
年
増
の
女
性
（
丸
髷
）

（
６
）
何
か
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
を
側
に
置
き
、
膝
を
立
て
て
座
っ
て
瓜
の
皮
を
む
く
下
町
の
適
齢
期
の
娘
（
島
田
髷
）

（
７
）
胸
を
は
だ
け
、
腰
掛
け
て
着
物
を
洗
う
婀
娜
な
下
町
の
女
房
（
貝
髷
）

（
８
）
飾
付
の
簪
を
差
し
、
前
髪
を
赤
紐
で
結
ん
で
、
団
扇
を
手
に
し
て
衝
立
に
寄
り
か
か
る
振
り
袖
姿
の
大
店
の
若
い
娘
（
飾
り
が
多
く

高
く
結
っ
た
島
田
髷
）

（
９
）
直
立
し
、
扇
を
も
っ
て
風
を
送
り
な
が
ら
着
替
え
す
る
武
家
の
奥
向
き
（
片
は
ず
し
）

　

女
性
と
衣
装
と
の
つ
な
が
り
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
で
は
、
年
に
四
回
の
衣
替
え
を
行
う
の
が
習
わ
し
で
、

夏
の
衣
装
の
場
合
な
ら
、
端
午
の
節
句
（
五
月
五
日
）
を
区
切
り
と
し
て
、
一
斉
に
、
袷あ
わ
せ

（
裏
の
付
い
た
着
物
）
か
ら
、
帷か
た
び
ら子

（
裏
の
な
い
麻
織
物
）

か
単ひ

と
え衣

（
裏
の
付
か
な
い
絹
／
木
綿
の
着
物
）
へ
と
替
え
る
こ
と
は
、
生
活
上
の
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
種
の
お
し
ゃ
れ
と
し
て
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
呉
服
屋
へ
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
男
女
が
、
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
て
押
し
か
け
た
が
、
や
は
り
女
性

―

歌
麿
の
揃
物
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

―
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
川
柳
が
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
川
柳
に
「
駿
河
町
」

二
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が
頻
出
す
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
越
後
屋
の
こ
と
で
、
越
後
屋
が
有
名
な
店
で
あ
る
が
故
の
レ
ト
リ
ッ
ク
（
換
喩
）
で
あ
る（

）。

　

す
る
が
丁
ひ
る
は
女
の
声
が
す
る
（
天
明
五
年
『
万
句
合
』
信
二
丁
）

　

女
性
の
な
か
で
も「
豪
商
・
名
家
の
箱
入
娘
」は
最
上
の
客
で
あ
っ
た
と
い
う（

）。（
８
）の
若
い
娘
な
ど
は
こ
の
部
類
の
娘
か
も
し
れ
な
い
。

　

ご
ふ
く
や
へ
来
て
迄
す
ね
る
ひ
ぞ
う
む
す
（
明
和
四
年
『
万
句
合
』
松
二
丁
）

　

母
お
や
は
羽
二
重
だ
と
て
加
賀
を
着
せ
（
明
和
七
年
『
柳
多
留
』
第
五
編
三
三
丁
）

（

）

　

半
ぶ
ん
は
駿
河
へ
は
こ
ぶ
支
度
金
（
安
永
四
年
『
万
句
合
』
松
一
丁
）

　

庶
民
的
な
町
人
の
女
房
も
押
し
か
け
る
。（
１
）、（
４
）、（
７
）
の
女
房
な
ど
は
、
こ
の
部
類
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

去
た
女
房
に
す
り
違
う
三
井
（
安
永
八
年
『
誹
諧
ケ
イ
』
第
五
編
六
九
丁
）

　

取
り
か
へ
に
女
房
の
来
る
ご
ふ
く
店
（
明
和
七
年
『
万
句
合
』
宮
二
丁
）

　

ご
ふ
く
や
で
お
し
の
つ
よ
い
は
女
な
り
（
明
和
元
年
『
万
句
合
』
義
二
丁
）

　

ご
ふ
く
店
夫
婦
げ
ん
く
わ
の
行
と
こ
ろ
（
明
和
六
年
『
万
句
合
』
松
二
丁
）

　

御
内
義
が
来
て
ご
ふ
く
や
の
は
て
し
な
さ
（
安
永
二
年
『
万
句
合
』
智
二
丁
）

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
賑
々
し
さ
が
出
来
す
る
の
は
、越
後
屋
を
筆
頭
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
呉
服
店
が
品
揃
え
に
意
を
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

二
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羽
衣
の
外
は
こ
ま
ら
ぬ
ご
ふ
く
店
（
文
化
三
年
『
柳
多
留
』
第
三
四
編
一
六
丁
）

　

ご
ふ
く
や
に
無
ひ
の
を
お
が
む
た
へ
ま
寺
（
天
明
四
年
『
万
句
合
』
仁
二
丁
）
（

）

　

は
ず
か
し
そ
う
に
ご
ふ
く
や
は
無
ひ
と
い
ゝ
（
天
明
二
年
『
万
句
合
』
桜
一
丁
）

　

そ
の
よ
う
な
豊
富
な
品
揃
え
を
前
に
し
て
、
最
も
流
行
に
敏
感
で
あ
っ
た
の
は
「
武
家
の
妾
」
で
あ
っ
た
と
い
う（

）。
た
だ
し
、
こ
の

種
の
女
性
が
、
歌
麿
の
揃
物
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
残
念
な
が
ら
、
定
か
で
は
な
い
。

　

お
め
か
け
の
た
っ
と
く
通
る
ご
ふ
く
店
（
天
明
七
年
『
万
句
合
』
八
月
二
五
日
開
き
）
（

）

　

越
後
屋
の
蔵
中
妾
か
き
廻
は
し
（
天
明
八
年
『
柳
多
留
』
第
二
二
編
三
一
丁
）

　

越
後
屋
の
蔵
ご
た
ま
ぜ
に
て
か
け
す
る
（
天
明
四
年
『
万
句
合
』
鶴
一
丁
）

　

新
も
や
う
い
っ
ち
早
い
が
め
か
け
也
（
明
和
四
年
『
さ
く
ら
の
実
』
三
丁
）
（

）

　

め
か
け
の
声
で
あ
の
も
や
う
此
も
や
う
（
安
永
四
年
『
万
句
合
』
天
二
丁
）

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、（
Ｂ
１
）呉
服
店
と（
Ｂ
２
）「
新
も
や
う
」と
の
組
み
合
わ
せ
に
、さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
属
性（
年
齢
、

既
婚
／
未
婚
、
階
層
な
ど
）
を
も
つ
（
Ａ
）
女
性
と
の
組
み
合
わ
せ
が
加
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
人
表
象
が
意
味
す
る
こ
と

―
当
時

の
人
た
ち
が
絵
か
ら
受
け
取
っ
た
情
報

―
を
十
分
に
読
み
解
く
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
。
も
ち
ろ
ん
ま
っ
た
く
不
可
能
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、（
２
）
の
「
白
木
屋
仕
入
の
乗
布
向
キ
」（
第
５
図
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
島
田
髷
を
低
く
結
っ
た
落
ち
着
い
た
感
じ

二
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の
娘
が
、
白
木
屋
で
仕
入
れ
た
上
質
の
麻
織
物
で
あ
る
「
乗
布
（
上
布
）」
に
向
い
た
（
似
合
う
）
女
性
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、

十
分
に
納
得
で
き
る
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、白
木
屋
は
、越
後
屋
よ
り
も
、江
戸
で
の
開
業
が
早
く
、

そ
の
点
で
は
老
舗
中
の
老
舗
な
の
で
あ
る
が
、
初
代
以
来
「
手
固
い
商
法
」
を
守
る
地
味
な
店
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

）。
実

際
、
川
柳
詠
句
の
数
な
ど
も
、
越
後
屋
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
く
、
川
柳
作
家
で
あ
り
研
究
家
で
も
あ
っ
た
今
井
卯
木
は
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
「
着
実
勤
勉
を
家
憲
と
し
て
地
味
で
あ
っ
た
為
め
、
機
知
を
迎
へ
派
手
を
歓
ぶ
江
戸
人
士
の
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
」
と
も

述
べ
て
い
る（

）。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
家
憲
」
に
は
、寛
文
一
〇
年
﹇
一
六
七
〇
﹈
の
「
家
法
」
や
、宝
永
五
年
﹇
一
七
〇
八
﹈
の
「
御

家
式
目
」、
ま
た
享
保
八
年
﹇
一
七
二
三
﹈
の
「
定
法
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
読
む
と
、
店
員
の
服
装
な
ど
に
つ
い
て
も

厳
し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
例
え
ば
、「
た
と
へ
絹
紬
の
衣
類
拵
ら
ふ
と
も
風
流
な
る
色
合
又
は
格
別
大
模
様
の
縞
、
は
で
な
る

中
形
の
類
は
無
用
た
る
べ
き
事
」
な
ど
と
い
う
条
文
な
ど
も
見
え
る（

）。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
男
性
の
店
員
の
服
装
に
つ
い
て
の
制
限
で
あ

る
と
は
い
え
、
女
性
用
衣
類
の
品
揃
え
や
、
売
り
出
し
の
「
新
も
や
う
」
の
傾
向
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

案
の
定
、歌
麿
が
描
い
て
い
る
白
木
屋
仕
入
れ
の
新
柄
「
繁
菱
模
様
」
の
越
後
上
布
は
、そ
れ
自
体
、粋
（
意
気
）
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、

落
ち
着
い
た
感
じ
の
娘
を
、
な
お
一
層
魅
力
的
な
美
人
に
見
せ
て
い
る（

）。
こ
の
よ
う
な
呉
服
店
の
「
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
」
と
で
も

呼
ぶ
べ
き
も
の
は
お
そ
ら
く
当
時
の
消
費
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
歌
麿
の
揃
物
に
描
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
呉
服
店
の
商
品
（
ブ

ラ
ン
ド
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
人
に
異
な
っ
た
魅
力
を
付
与
す
る
特
別
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
美
人
画
の
解
釈
に
お
け
る
コ
マ
絵
と
美
人
と
の
関
係
が
、「
名
取
酒
六
家
選
」
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
名
取
酒
六
家
選
」
の
場
合
は
、（
Ａ
）
美
人
が
（
Ｂ
）
銘
酒
に
見
立
て
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

解
釈
に
さ
い
し
て
は
、
両
者
に
つ
い
て
連
想
さ
れ
る
「
通
念
の
体
系
」
が
比
較
さ
れ
、
類
似
し
た
属
性

―
名
の
あ
る
／
格
の
高
い
／
高

価
な
／
伊
達
な
／
一
本
気
な
／
意
地
あ
る
／
婀
娜
な
／
高
慢
な
／
上
品
な
／
飽
き
な
い
な
ど

―
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
属
性
が
（
Ａ
）
美

二
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人
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
人
イ
メ
ー
ジ
が
再
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
夏
衣
装
当
世
美
人
」

の
解
釈
に
さ
い
し
て
は
、（
Ａ
）
美
人
の
魅
力

―
落
ち
着
い
た
／
婀
娜
な
／
粋
な
／
か
わ
い
い
女
性
で
あ
る
こ
と

―
と
、特
定
の
（
Ｂ
１
）

呉
服
店
が
仕
入
れ
た
（
Ｂ
２
）
商
品
が
、
因
果
関
係
に
お
い
て

―
（
Ｂ
２
）
が
原
因
で
（
Ａ
）
美
人
が
魅
力
的
に
な
る
と

―
理
解
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

）。
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
は
、
事
物
の
間
の
隣
接
性
（contiguity

）
の
関
係
の
一
種
で
、
こ
の
種
の
関
係
を

利
用
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
を
、
一
般
に
、
換
喩
（m

etonym
y

）
と
呼
ぶ（

）。
言
語
表
現
の
領
域
で
は
、
本
来
Ｂ
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ

を
Ａ
と
言
う
（
Ａ
で
Ｂ
を
代
理
さ
せ
る
）
レ
ト
リ
ッ
ク
が
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
際
、（
Ａ
）
代
理
す
る
も
の
﹇
実
際
に
言
わ
れ
る
こ
と
﹈
と
（
Ｂ
）

代
理
さ
れ
る
も
の
﹇
意
味
さ
れ
る
も
の
﹈
の
間
に
は
、
原
因
と
結
果
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

結
果
と
原
因
：
（
Ａ
）
あ
く
び
が
出
た
﹇（
Ｂ
）
退
屈
だ
っ
た
﹈」「
太
陽
﹇
暑
さ
﹈
が
戻
っ
た
」

（

）

原
料
と
製
品
：
「
丹
青
﹇
絵
画
﹈
を
能
す
」「
身
に
寸
鉄
﹇
小
さ
な
刃
物
﹈
を
帯
び
ず
」

道
具
と
活
動
：
「
筆
を
折
る
﹇
活
動
を
止
め
る
﹈」

属
性
と
主
体
：
「
社
長
﹇
あ
る
人
﹈
に
会
っ
た
」

作
者
と
作
物
：
「
芭
蕉
﹇
俳
句
集
﹈
を
読
む
」

容
器
と
中
身
：
「
鍋
﹇
鍋
料
理
﹈
を
食
べ
る
」「
電
池
﹇
電
気
﹈
が
な
く
な
っ
た
」

産
地
と
産
物
：
「
ボ
ル
ド
ー
﹇
ワ
イ
ン
﹈
を
飲
む
」「
瀬
戸
物
﹇
陶
器
﹈
を
買
っ
た
」

持
物
と
持
主
：
「
角
帯
﹇
商
人
﹈
が
来
た
」「
碧
眼
﹇
西
洋
人
﹈
に
会
っ
た
」

記
号
と
実
体
：
「
旭
日
﹇
日
本
﹈」「
グ
リ
ー
ン
﹇
一
等
車
﹈
に
乗
っ
た
」

部
分
と
全
体
：
「
帆
﹇
ヨ
ッ
ト
﹈
が
見
え
た
」

（

）

二
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も
ち
ろ
ん
絵
画
表
現
の
場
合
、（
Ａ
）
代
理
す
る
も
の
﹇
目
に
見
え
る
も
の
﹈
と
（
Ｂ
）
代
理
さ
れ
る
も
の
﹇
目
に
見
え
な
い
も
の
﹈
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
と
も
に
目
に
見
え
る
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
が
あ
っ
て
、
両
者
が
隣
接
性
（
原
因
／
結
果
、
部
分
／
全
体
な
ど
）
の
関
係
に
お

い
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
絵
画
表
現
を
あ
え
て
「
換
喩
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
広
告
の
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
常
に
、
唯
一
「
製
品
の
す
ば
ら
し
さ
」
で
あ
る
と
い
う
ロ

ラ
ン
・
バ
ル
ト
（R

. B
arthes, 1915-80

）
の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
絵
画
表
現
は
、
本
来
、
宣
伝
す
べ
き
（
Ｂ
）
商
品
だ
け
を
直
接
的

に
表
象
す
れ
ば
す
む
と
こ
ろ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
他
の
モ
ノ
（
Ａ
）
を
導
入
し
、
そ
の
モ
ノ
と
の
隣
接
性
の
関
係
に
お
い
て
、（
Ｂ
）
商
品
の
魅
力

を
間
接
的
／
婉
曲
的
に
理
解
さ
せ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
歴
と
し
た
換
喩
で
あ
る（

）。
そ
う
言
え
ば
、
言
語
表
現
に
お
い
て
も
、
換

喩
は
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
婉
曲
的
表
現
（
も
っ
て
回
っ
た
言
い
方
）
と
し
て
、
何
気
な
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す

る
な
ら
、
こ
の
種
の
絵
画
表
現
が
換
喩
と
い
う
特
殊
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
意
識
さ
れ
に
く
い
の
も
当
然
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
広
告
画
像
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
絵
画
表
現
が
広
告
的
機
能
を
も
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
因

果
関
係
を
含
む
多
様
な
隣
接
性
の
関
係
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
種
の
絵
画
表
現
を
、「
隠
喩
」
や
「
直
喩
」
と
い
っ

た
類
似
性
の
関
係
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
も
の
と
区
別
し
て
、「
換
喩
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ジ
ャ
ー
（ J. B

erger, 1926- 

）
は
か
つ
て
、都
市
の
住
民
（
労
働
者
階
級
／
中
産
階
級
）
が
、新
聞
・
グ
ラ
フ
雑
誌
・
ポ
ス
タ
ー
・

テ
レ
ビ
な
ど
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

―
衣
服
・
食
物
・
自
動
車
・
化
粧
品
・
浴
槽
・
日
光

―
の
広
告
イ
メ
ー
ジ
を
念
頭
に
置
い
て
、

二
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六
十
四
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次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　

広
告
は
、
変
身
し
て
人
も
う
ら
や
む
ほ
ど
に
な
っ
た
人
々
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
我
々
自
身
に
も
そ
の
変
身
を
迫
る
。
他
人
を
う
ら

や
ま
し
が
ら
せ
る
状
態
、
そ
れ
が
魅
力
を
つ
く
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
広
告
と
は
、
つ
ま
り
魅
力
を
つ
く
り
だ
す
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る（

）。

　

歌
麿
の
「
夏
衣
装
当
世
美
人
」
は
、ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
説
明
が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
典
型
例
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、こ
の
揃
物
は
、

多
様
な
あ
り
方
を
示
す
美
人
の
魅
力
（
羨
ま
し
い
状
態
）
が
、
有
名
呉
服
店
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
効
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と

解
釈
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
呉
服
店
の
広
告
と
し
て
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
論
の
冒
頭
に
掲
げ
た
日
本
の
美
人
画

ポ
ス
タ
ー
の
嚆
矢
と
も
み
な
さ
れ
る
三
越
呉
服
店
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
女
性
は
、
三
越
の
商
品
の

効
能
に
よ
っ
て
、
魅
力
的
な
元
禄
風
の
美
人
に
変
身
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

歌
麿
の
「
夏
衣
装
当
世
美
人
」
と
三
越
の
ポ
ス
タ
ー
を
「
換
喩
型
」
の
広
告
と
呼
ぶ
な
ら
、
広
告
に
は
、
そ
れ
と
は
原
理
的
に
異
な
る
、

も
う
一
つ
別
の
型
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
商
品
そ
れ
自
体
を
魅
力
的
な
も
の

―
私
た
ち
に
欠
如
し
て
い
る
も
の

―
と
し
て
表
象

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
購
入
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
「
隠
喩
型
」
の
広
告
が
そ
れ
で
あ
る
。
歌
麿
の
「
名
取
酒
六
家
選
」
が

こ
の
タ
イ
プ
の
広
告
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
歌
麿
の
場
合
、
欲
望
の
対
象
に
な
る
の
は
美
人
で
あ
っ
て
、
銘
酒
で
は
な
い
。
し
か
し
、
美

人
と
銘
酒
は
、
類
似
性
の
関
係
に
お
い
て
、
容
易
に
そ
の
解
釈
上
の
位
置

―
第
一
主
題
と
副
主
題

―
を
交
代
す
る
。
例
え
ば
、
酒
造

メ
ー
カ
ー
白
鹿
の
美
人
ポ
ス
タ
ー
（
第
７
図
）
は
ま
さ
に
そ
の
種
の
も
の
の
典
型
で
、
制
作
者
は
「
酒
美
人
の
競
艶
」
と
い
う
制
作
意
図

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

二
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灘
の
酒
、
白
鹿
の
良
さ
を
、
誰
に
も
分
か
る
形
で
表
現
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
？
こ
れ
は
白
鹿
が
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

広
告
に
力
を
入
れ
始
め
た
頃
、
担
当
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
案
が
出
さ
れ
た
が
、
答
え
は
最
初
か

ら
決
ま
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
酒
は
日
本
の
文
化
の
華
で
あ
る
。
華
を
表
現
す
れ
ば
、
美
女
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
酒
美
人
の
競
艶

と
な
っ
た
。
白
鹿
は
、日
本
の
酒
を
代
表
す
る
銘
酒
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、美
女
も
ま
た
日
本
を
代
表
す
る
美
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
わ
め
て
自
然
な
発
想
で
当
時
、
人
気
の
絶
頂
に
あ
っ
た
田
中
絹
代
、
山
田
五
十
鈴
を
は
じ
め
と
す
る
当
代
の
美
女
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
。
美
女
た
ち
の
最
高
の
表
情
を
イ
キ
イ
キ
と
写
し
出
す
こ
と
が
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
っ
た
。
出
来
あ
が
っ
た

ポ
ス
タ
ー
は
全
て
「
絵
」
で
あ
る
が
、
実
は
あ
ら
か
じ
め
写
真
を
撮
っ
て
そ
こ
か
ら
描
き
起
こ
し
た
も
の
だ
。
美
女
の
顔
の
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
は
、
今
で
も
ポ
ス
タ
ー
の
主
流
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
。
美
女
の
タ
イ
プ
は
時
代
と
共
に
変
わ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
の
基
本
は
変

わ
ら
な
い（

）。

　

も
っ
と
も
、
日
本
最
初
の
ヌ
ー
ド
写
真
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
有
名
な
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
《
グ
ラ
ス
を
持

つ
半
裸
の
女
性
》（
一
九
二
二
年
、
第
８
図
）
の
場
合
は
微
妙
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
浅
草
オ
ペ
ラ
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
で
あ
っ
た

松
島
恵
美
子
を
モ
デ
ル
に
起
用
し
た
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
換
喩

と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
直
喩
と
し
て
解
釈
す
る

こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る（

）。
換
喩
と
し
て
解
釈
で
き
る
と

い
う
の
は
、（
Ａ
）
松
島
と
（
Ｂ
）
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
を
、「（
Ａ
）

第 7図
白鹿ポスター　辰馬本家酒造株式会社蔵
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松
島
を
魅
力
的
に
（
色
っ
ぽ
く
／
健
康
に
）
す
る
（
Ｂ
）
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」（
結
果
と
原
因
）
と
か
「（
Ａ
）
松
島
が
愛
用
す
る
（
Ｂ
）
赤

玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」（
持
主
と
持
物
）
と
か
と
い
っ
た
隣
接
性
の
関
係
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
を

隠
喩
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
松
島
が
手
に
す
る
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と
手
の
形
が
、
く
び
れ
が
あ
る
と
い
う
点
で
、

モ
デ
ル
の
頭
部
と
胸
部
の
形
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、（
Ｂ
）
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ

イ
ン
は
、（
Ａ
）
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
松
島
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
属
性
が
比
較
さ
れ
、
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ

イ
ン
の
、
快
楽
を
も
た
ら
し
（「
美
味
」）、
元
気
を
与
え
る
（「
滋
養
」）
と
い
う
属
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
類
と
い
う
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
男
性
向
け
商
品
の
宣
伝
に
、
換
喩
型
の
ポ
ス
タ
ー
が
頻
出
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
ポ
ス
タ
ー
《
湖
畔
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
男
性
》（
一
九
二
二
年
頃
、
第
９
図
）
は
、
ビ
ー
ル
の
効
用
を
端
的
に

第 9図
エビスビールポスター《湖畔でビールを飲む男
性》満谷国四郎画　1922年頃　91.5× 63.0cm　
サカツ・コーポレーション蔵

第 8図
赤玉ポートワインポスター《グラスを持つ半裸
の女性》アートディレクター・片岡敏郎　デザ
イン・井上木它　1922年　87.0× 58.0cm　サカ
ツ・コーポレーション蔵

三
〇　
（
一
三
八
五
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）

可
視
化
す
る
典
型
的
な
換
喩
型
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
島
奈
津
子
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
と
特
約
関
係
に
あ
っ
た
明
治

屋
の
機
関
紙
『
嗜
好
』
第
八
巻
第
五
号
に
は
、「
口
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
を
味
わ
ふ
は
目
に
美
人
を
見
る
が
如
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

）。
お

そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
「
直
喩
」
が
、
美
人
画
ポ
ス
タ
ー
の
最
も
単
純
な
原
理
で
あ
り
、
現
在
で
も
、
手
を
変
え
、
品
を
変
え
て
、
多
く
の

酒
屋
や
居
酒
屋
の
店
頭
を
飾
っ
て
い
る
美
人
ポ
ス
タ
ー
の
基
本
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
美
人
ポ
ス
タ

ー
で
微
笑
む
美
人
は
単
な
る
ア
イ
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
商
品
の
広
告
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ス
タ
ー
の
歴
史
は
隠
喩
型
か
換
喩
型
か
と
い
う
二
者
択
一
の
歴
史
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
実
的

に
は
、
同
じ
ポ
ス
タ
ー
が
、
隠
喩
型
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
換
喩
型
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
な
場
合
が
大
半
で
あ
っ
て
、
多

義
的
・
多
層
的
な
表
象
の
あ
り
方
こ
そ
、
近
代
ポ
ス
タ
ー
の
豊
か
さ
を
保
証
す
る
原
理
で
あ
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

註（
１
）
北
野
暁
大
『
広
告
の
誕
生
』（
現
代
社
会
学
選
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
四
頁
）、
竹
内
幸
絵
『
近
代
広
告
の
誕
生
』（
青
土
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
２ 

）山
本
武
利『
広
告
の
社
会
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、一
九
八
四
年
、一
九
六
頁
）。
た
だ
し
、石
版
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
形
式
の
流
布
と
い
う
点
で
は
、明
治
三
六
年﹇
一
九
〇
三
﹈

に
制
作
さ
れ
た
明
治
屋
（
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
）
の
ポ
ス
タ
ー
の
方
が
早
い
と
言
う
。
な
お
、浜
田
四
郎
『
百
貨
店
一
夕
話
』（
日
本
電
報
通
信
社
、一
九
四
八
年
、一
五
八
頁
）
参
照
。

（
３ 

）
制
作
の
目
的
と
経
緯
に
は
異
説
が
あ
る
。
株
式
会
社
三
越
編
『
株
式
会
社
三
越
八
五
年
の
記
録
』（
一
九
九
〇
年
、
四
九
頁
）
は
、「
四
月
、
恒
例
の
『
新
柄
陳
列
会
』『
大

売
出
し
』
用
に
、
流
行
の
元
禄
模
様
を
着
た
艶
麗
な
芸
妓
（
モ
デ
ル
は
新
橋
名
妓
、
清
香
）
の
宣
伝
絵
ビ
ラ
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
な
評
判
と
な
っ
て
各
方
面
か
ら
所

望
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
に
、『
東
京
に
来
て
博
覧
会
を
見
ざ
る
人
あ
り
や
。
博
覧
会
を
見
て
三
越
を
見
ざ
る
人
あ
り
や
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付
し
て
、
開
催
中
の

東
京
博
覧
会
会
場
に
掲
げ
た
」
と
記
す
。

（
４ 

）
神
野
由
紀
『
趣
味
の
誕
生
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
、
一
二
四
頁
以
下
）。

三
一　
（
一
三
八
四
）



第
六
十
四
巻  

第
四
号

（
５ 
）
竹
内
幸
絵
『
近
代
広
告
の
誕
生
』（
前
出
、
第
一
章
）。

（
６ 
）
杉
浦
非
水
「
所
謂
美
人
画
ポ
ス
タ
ー
観
」（『
ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
第
二
号
、
文
雅
堂
、
一
九
二
七
年
、
二
九
〜
三
〇
頁
）。

（
７ 

）
竹
内
幸
絵
『
近
代
広
告
の
誕
生
』（
前
出
、
一
二
頁
）。

（
８ 

）「
角
玉
屋
」
は
、
江
戸
丁
一
丁
目
の
角
に
あ
っ
た
妓
楼
「
玉
屋
」
の
こ
と
で
、
他
の
「
玉
屋
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
角
」
を
付
け
て
呼
ば
れ
た
。

（
９ 

）
諏
訪
春
男
「
浮
世
絵
の
見
立
」（『
国
華
』
一
二
一
三
号
、
国
華
社
、
一
九
九
六
年
）。

（

 

）
岩
田
秀
行
「〈
見
立
絵
〉
に
関
す
る
疑
問
」（
神
保
五
彌
編
『
江
戸
文
学
研
究
』
新
展
社
研
究
叢
書
六
〇
、
新
展
社
、
一
九
九
五
年
）。

（

 

）
人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
図
説
／
「
見
立
」
と
「
や
つ
し
」

―
日
本
文
化
の
表
現
技
法
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。

（

 

）J. W
alker &

 S. C
haplin, Visual C

ulture : an Introduction, M
anchester U

niversity P
ress, 1997

（
Ｊ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
＆
Ｓ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
カ

ル
チ
ャ
ー
入
門

―
美
術
史
を
超
え
る
た
め
の
方
法
論
』
岸
文
和
・
井
面
信
行
・
前
川
修
・
青
山
勝
・
佐
藤
守
弘
共
訳
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
〇
〜
一
三
七
頁
）、

ま
た
、
岸
文
和
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
芸
術
＝
環
境
」（
松
井
利
夫
・
上
村
博
編
『
芸
術
環
境
を
育
て
る
た
め
に
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（

 

）M
. B

lack, 

“Metaphor,

" Proceedings of the A
ristotelian Society, 55, 1954

（
Ｍ
・
ブ
ラ
ッ
ク「
隠
喩
」佐
々
木
健
一
編『
創
造
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』勁
草
書
房
、一
九
八
六
年
）。

な
お
隠
喩
理
論
に
は
、「
代
替
説
（substitution view

）」「
比
較
説
（com

parison view

）」
な
ど
が
あ
る
。

（

 

）「
通
念
の
体
系
」
と
は
、
主
題
に
つ
い
て
の
辞
書
的
な
意
味
で
は
な
く
、
言
語
共
同
体
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
標
準
的
な
信
念
の
体
系
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

生
半
可
な
「
真
実
」
や
、
あ
る
観
点
か
ら
す
る
な
ら
「
誤
謬
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（

 

）
Ｍ
・
ブ
ラ
ッ
ク
「
隠
喩
」（
前
出
、
一
九
頁
）。

（

 

）
西
山
松
之
助
「
江
戸
の
酒
」（
毎
日
新
聞
社
出
版
局
編
集
『
豪
華
写
真
集
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
）、
ま
た
吉
原
健
一
郎
「
酒
屋
」（『
江
戸
学
事
典
』
弘
文
堂
、

一
九
八
四
年
）
参
照
。

（

 

）
遊
女
の
等
級
は
、
太
夫
／
格
子
／
散
茶
／
梅
茶
／
切
見
世
の
体
系
か
ら
、
明
和
年
間
﹇
一
七
六
四
〜
七
二
﹈
以
後
、
呼
出
／
昼
三
／
附
廻
／
座
敷
持
／
部
屋
持
／
切
見
世

三
二　
（
一
三
八
三
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）

の
体
系
に
変
化
し
た
。
ま
た
、「
新
造
出
し
」
と
は
、
七
、八
歳
頃
か
ら
遊
女
屋
に
奉
公
す
る
少
女
で
あ
る
禿
が
、
一
四
歳
頃
に
な
っ
て
、
見
習
遊
女
で
あ
る
新
造
に
な
る
こ

と
、
ま
た
「
突
き
出
し
」
と
は
、
新
造
が
初
め
て
客
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
吉
原
事
情
に
つ
い
て
は
、
花
咲
一
男
編
『
江
戸
吉
原
図
絵
』
正
・
続
（
三
樹
書
房
、

一
九
七
六
・
七
九
年
）、
尾
崎
久
弥
『
吉
原
図
会
』（
竹
酔
書
房
、
一
九
三
一
年
）
な
ど
参
照
。

（

 

）
①
は
老
松
蔵
、
②
は
林
英
夫
・
芳
賀
登
編
『
江
戸
明
治
庶
民
史
料
集
成
〈
番
付
・
上
〉』（
柏
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
青
木
美
智
男
編
『
番
付
集
成
：
決
定
版
』（
柏
書
房
、

二
〇
〇
九
年
）
所
収
、
③
は
石
橋
四
郎
編
『
和
漢
酒
文
獻
類
聚
』（
酉
文
社
、
一
九
三
六
年
）、
石
川
英
輔
『
大
江
戸
番
付
事
情
』（
講
談
社
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
、

④
は
伊
丹
市
立
博
物
館
蔵
。
な
お
、
④
に
は
大
関
／
関
脇
／
小
結
／
前
頭
の
格
付
け
が
な
い
の
で
、
上
か
ら
何
枚
目
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（

 

）
池
田
酒
の
掲
載
数
は
、
①
が
九
種
、
②
が
六
種
、
③
が
四
種
、
④
が
三
種
で
あ
る
。
な
お
、
池
田
酒
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
池
田
史
談
会
編
纂
『
池
田
酒
史
』（
一
九
一
九

年
）、『
新
版
／
池
田
市
史
』（
概
説
編
、
一
九
七
一
年
）、
柚
木
学
『
酒
造
り
の
歴
史
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
参
照
。

（

 

）
こ
の
期
間
に
限
定
し
た
の
は
、（
６
Ａ
）
小
紫
が
細
見
に
登
場
す
る
の
が
寛
政
六
年
春
（
関
西
大
学
）
か
ら
、
ま
た
、（
２
Ａ
）
白
露
が
細
見
か
ら
姿
を
消
す
の
が
寛
政
九

年
秋
（
岩
瀬
文
庫
）
か
ら
だ
か
ら
で
あ
る
。

（

 

）
値
段
は
、
金
と
銀
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
比
較
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ク
の
下
に
、
金
一
両
（
＝
四
分
＝
一
六
朱
）
を
銀
六
〇
匁
と
し
て
換
算
し
た
値

段
を
記
し
て
お
く
。

（

 

）後
に
見
る
よ
う
に
、華
妻
の
寛
政
六
年
、白
露
の
寛
政
八
年
以
後
、ま
た
志
津
賀
の
寛
政
六
年
以
後
の
細
見
に
は「

よ
び
出
し
」と
い
う
表
記
が
あ
る
。「
総
直
段
其
外
合
印
」

の
記
号
に
合
わ
せ
て
理
解
す
る
と
、「

」
は
「
付
ま
は
し
」
で
あ
る
が
、
同
じ
「

」
で
も
、「
よ
び
出
し
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
遊
女
と
、
表
記
さ
れ
て
い
な
い
遊
女
が

い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
ラ
ン
ク
の
差
が
あ
る
と
考
え
、
も
と
の
ま
ま
の
表
記
と
し
た
。

（

 

）①
寛
政
六
年
春
は
関
西
大
学
蔵
本
、②
同
七
年
春
は
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
本
、③
同
八
年
春
は『
江
戸
美
女
競
／
吉
原
細
見
』（
平
木
浮
世
絵
美
術
館
、一
九
九
五
年
）

所
収
本
、
④
同
九
年
春
は
『
江
戸
吉
原
叢
刊
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
本
を
参
照
し
た
。

（

 

）
通
路
は
、
寛
政
九
年
春
の
記
載
は
な
い
が
、
同
年
秋
（
岩
瀬
文
庫
）
に
「
（
六
枚
目
）」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
三　
（
一
三
八
二
）



第
六
十
四
巻  

第
四
号

（
 

）
玉
屋
に
つ
い
て
は
、
花
咲
一
男
「
吉
原
細
見
の
話
」（『
江
戸
美
女
競
／
吉
原
細
見
』
前
出
、
註
二
）
参
照
。

（

 
）
石
橋
四
郎
編
『
和
漢
酒
文
獻
類
聚
』（
前
出
）、
渡
辺
信
一
郎
『
江
戸
川
柳
飲
食
事
典
』（
平
文
社
、
一
九
九
六
年
）、
荻
生
待
也
『
日
本
の
酒
文
化
総
合
辞
典
』（
前
出
）

な
ど
に
断
片
的
情
報
が
あ
る
。

（

 

）
浅
野
秀
剛
／
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
『
喜
多
川
歌
麿
』
展
図
録
（
千
葉
市
美
術
館
、
一
九
九
五
年
、
一
四
〇
頁
）。

（

 

）
水
野
稔
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
九
巻
「
解
題
」（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）。

（

 

）「
穿
ち
」
と
は
、
江
戸
文
芸
に
固
有
の
理
念
で
、「
人
の
欠
点
を
指
摘
す
る
と
い
う
に
は
刺
激
的
で
鋭
く
、
暴
露
と
い
う
に
は
迫
力
に
乏
し
く
、
風
刺
と
し
て
は
語
り
手

即
ち
作
者
の
主
観
が
あ
ら
わ
で
な
く
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
ト
ピ
ッ
ク
的
な
放
言
に
よ
る
裏
面
観
風
な
も
の
」
で
あ
る
。
中
村
幸
彦
『
戯
作
論
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
六
年
、
一
二
六
頁
、『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
、
一
一
五
頁
）
参
照
。

（

 

）
渡
辺
信
一
郎
『
江
戸
川
柳
飲
食
事
典
』（
前
出
）、
荻
生
待
也
『
日
本
の
酒
文
化
総
合
辞
典
』（
前
出
）
参
照
。
な
お
、『
柳
多
留
』
と
は
『
誹
風
柳
多
留
』（
岡
田
甫
校
訂
『
誹

風
柳
多
留
全
集
』
全
一
二
巻
、三
省
堂
、一
九
七
六
〜
八
四
年
）
の
こ
と
で
、読
み
や
す
さ
を
第
一
と
し
て
、適
宜
、カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
、ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
改
め
て
い
る
。

（

 

）
河
野
元
昭
は
、
浅
茅
生
が
三
番
手
の
遊
女
で
あ
り
、
か
つ
、
大
文
字
屋
内
の
序
列
で
も
最
高
位
が
二
位
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
六
家
選
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
お
そ
ら
く
浅
ぢ
ふ
を
初
め
と
す
る
六
人
は
、
み
な
酒
豪
を
も
っ
て
聞
こ
え
て
い
た
遊
女
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
文
字
屋
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
七

ツ
梅
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
妓
楼
で
使
う
銘
柄
は
決
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
河
野
元
昭
「
解
説
」

（
楢
崎
宗
重
監
修
『
ベ
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』「
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
」
別
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
一
年
、
二
三
三
頁
）。

（

 

）
ロ
ジ
ャ
ー
・
キ
ー
ズ
「
解
説
」（『
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
歴
史
博
物
館
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
』「
浮
世
絵
聚
華
」
第
一
三
巻
、小
学
館
、一
九
八
一
年
、二
〇
三
頁
）。

（

 

）
文
政
七
年
﹇
一
八
二
四
﹈
刊
の
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
で
は
、「
収
載
料
な
ど
を
め
ぐ
る
手
続
き
上
の
混
乱
」
が
、
大
商
店
の
欠
落
や
、
商
店
の
配
列
の
混
乱
を
招
い
た

よ
う
で
あ
る
。
西
山
松
之
助
「『
江
戸
買
物
独
案
内
』
解
題
」（『
江
戸
町
人
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）。

（

 

）
例
え
ば
、
丸
山
伸
彦
編
『
江
戸
の
き
も
の
と
衣
生
活
』（
日
本
ビ
ジ
ュ
ア
ル
生
活
史
、
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

三
四　
（
一
三
八
一
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）

（
 

）
笄
を
立
て
て
、
髪
を
巻
き
付
け
、
巻
き
貝
の
よ
う
に
見
え
る
髪
型
で
、
気
楽
そ
う
に
見
え
る
。

（
 

）
花
咲
一
男
『
川
柳
江
戸
名
物
図
絵
』
第
五
巻
（
近
世
風
俗
研
究
会
、一
九
六
六
年
）。
な
お
、出
典
を
示
す
『
万
句
合
』
は
『
川
柳
評
万
句
合
勝
句
刷
』（
宝
暦
七
年
〜
寛
政
元
年
、

中
西
賢
治
編
『
川
柳
評
万
句
合
勝
句
刷
』
川
柳
雑
俳
研
究
会
、
一
九
九
三
年
〜
）、『
柳
多
留
』
は
『
誹
風
柳
多
留
』（
明
和
二
年
〜
天
保
一
一
年
、
前
出
）
の
こ
と
で
、『
さ

く
ら
の
実
』
は
千
葉
治
校
訂
『
初
代
川
柳
選
句
集
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、『
誹
諧
ケ
イ
』
は
鈴
木
勝
忠
編
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
第
一
三
期
一
四
（
私
家
版
）
を

参
照
し
た
。

（

 

）
同
前
、
五
三
頁
。

（

 

）
経
費
節
約
の
た
め
、
本
羽
二
重
よ
り
劣
る
（
安
い
）
加
賀
絹
を
勧
め
る
。

（

 

）
当
麻
寺
（
大
和
）
に
伝
わ
る
曼
荼
羅
で
、
中
将
姫
が
蓮
糸
で
織
っ
た
と
い
う
も
の
は
な
い
と
い
う
意
。

（

 

）
花
咲
一
男
『
川
柳
江
戸
名
物
図
絵
』（
前
出
、
一
九
五
三
頁
）。

（

 

）「
た
っ
と
く
」
と
は
「
貴
／
尊
く
」
の
こ
と
で
、「
身
分
・
地
位
が
高
い
。
品
位
が
高
く
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
意
。

（

 

）「
い
っ
ち
」
は
「
一
番
」
の
意
。

（

 

）『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
白
木
屋
、
一
九
五
七
年
、
七
七
頁
）。

（

 

）
花
咲
一
男
『
川
柳
江
戸
名
物
図
絵
』（
前
出
、
七
三
頁
）。

（

 

）『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
前
出
、
八
五
頁
）。

（

 

）
丸
山
伸
彦
編
『
江
戸
の
き
も
の
と
衣
生
活
』（
前
出
、
六
三
頁
）。

（

 

）（
Ｂ
１
）
呉
服
店
と
（
Ｂ
２
）
商
品
と
は
、
作
者
と
作
物
、
あ
る
い
は
産
地
と
産
物
、
あ
る
い
は
最
も
包
括
的
に
言
う
な
ら
、
部
分
と
全
体
の
関
係
に
あ
る
。

（

 

）
佐
藤
信
夫
企
画
構
成
・
佐
々
木
健
一
監
修
『
レ
ト
リ
ッ
ク
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
四
〜
二
六
四
頁
）。

（

 

）「
あ
く
び
が
出
た
﹇
退
屈
だ
っ
た
﹈」
の
場
合
は
、
結
果
で
原
因
を
表
す
の
に
対
し
て
、「
太
陽
﹇
暑
さ
﹈
が
戻
っ
た
」
の
場
合
は
、
原
因
で
結
果
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

三
五　
（
一
三
八
〇
）



第
六
十
四
巻  

第
四
号

換
喩
の
場
合
、
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
双
方
向
性
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
は
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

（

 
）「
桜
を
見
に
行
く
」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
「
花
見
に
行
く
」
と
言
う
場
合
、
桜
と
花
は
種
と
類
の
関
係
に
あ
っ
て
、
部
分
と
全
体
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
表
現
は
特
に
「
提
喩
」
と
呼
ば
れ
る
。

（

 

）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
記
号
学
の
冒
険
』（
花
輪
光
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
八
年
、
七
一
頁
）。

（

 

）W
ays of Seeing, based on the B

B
C

 television series w
ith J. B

erger, B
B

C
 and Penguin B

ooks, 1972

（
Ｊ
・
バ
ー
ジ
ャ
ー
『
イ
メ
ー
ジ

―
視
覚
と
メ
デ
ィ
ア
』

伊
藤
俊
治
訳
、PA

R
C

O
出
版
、
一
九
八
六
年
、
一
六
三
頁
）。

（

 

）
三
百
三
十
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
『
辰
馬
本
家
酒
造
三
百
三
十
年
記
念
誌
』（
一
九
九
二
年
、
三
二
頁
）。

（

 

）
松
島
は
、そ
の
後
、販
売
元
の
壽
屋
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
隊
と
し
て
組
織
し
、全
国
で
巡
回
公
演
を
行
っ
た
オ
ペ
ラ
団
「
赤
玉
楽
劇
団
」
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と
し
て
活
躍
し
た
。

（

 

）
サ
カ
ツ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
／
お
酒
の
広
告
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

―
サ
カ
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
』（
前
出
、
一
三
頁
）。

（
き
し　

ふ
み
か
ず
・
同
志
社
大
学
文
学
部
）

三
六　
（
一
三
七
九
）



広
告
図
像
の
修
辞
学
（
岸　

文
和
）
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Abstract

Fumikazu KISHI, The Rhetoric of Visual Images for Advertising Purposes: 

Observations Derived from Utamaro’s Beauty Prints

　　Studies of Japanese advertising concede that the history of modern 

Japanese posters started with one depicting a beautiful woman in the Genroku 

style. That poster was produced by Mitsukoshi Gofukuten (the first department 

store), in 1907, and its roots can be traced back to Edo-Period ukiyo-e beauty 

prints. This study examines two series of beauty prints by Utamaro̶The Peers 

of Sake Likened to Select Denizens of Six Houses (1794–97) and Summer Outfits: 

Beauties of Today (1804–06)̶in order to determine what mechanism would 

be effective in promoting their respective products, from the perspective of 

two rhetorical devices: metaphor and metonymy. These devices defer to the 

similarities and contiguity, respectively, between two different things.

三
七　
（
一
三
七
八
）
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